
 
 

令和５年度事業報告 
 

１ 概要 

令和５年度は、「第六期中期計画」（計画期間４年）の二年目であり、前半の折り返し地点で

ある。法人・各園は、計画に掲げた『目指すべき姿（ビジョン）』の実現に向けて、「法人ガバ

ナンスの改善」「当事者目線の障がい福祉」「津久井やまゆり園の再生」「秦野精華園・希望の丘

はだのの経営基盤の安定化」「人財（材）の確保」「次期指定管理者募集」の６つの重点プロジ

ェクトに加え、法人・各園による 41 の重点施策等に取り組み、神奈川県が目指す「当事者目線

の障がい福祉」「ともに生きる社会かながわ」の実現に貢献できるようその取組みを進めてきた。 

具体には、法人事務局・統括管理室では、外部コンサルテーションの積極的活用（重1-5）、

法人祈りの日と鎮魂のモニュメントの活用（法７）、秦野精華園では、地域生活支援の充実（重

2-7）、就労移行支援・就労支援の充実（秦３）、希望の丘はだのでは、地域生活移行支援と通

過型施設運営の実施（重2-6）、在宅者等地域生活継続支援としての生活介護事業の展開（秦６）、

津久井やまゆり園では、当事者目線による意思決定支援の推進（重2-10）、地域生活移行の推

進と入所施設機能の分散化（重2-11）などで目標以上の成果を上げている。 

その一方、法人理念の見直し（重1-1）、公正・透明な職場づくりの推進（重1-4）、厚木精

華園の防災に関する地域連携（厚３）、津久井やまゆり園におけるグループホーム事業の再整

備（重2-13）については、２年間の達成状況では十分でないため、後半に向けて、課題解決等

をより一層進めていく予定である。 

また、法人経営については、年度当初の約１億 4,000 万円の歳出超過予算を踏まえ、年間を

通して、法人・各園で利用者定員の充足と歳出の削減等に取り組んできたが、新型コロナウイ

ルス感染症の影響等で落ち込んだ利用者の確保は期待通りに改善せず、諸物価高騰の影響も受 

けたため、当初の赤字額より半減に留まる決算状況となっている。 

平成６年度は、３年ごとの介護報酬改定等の影響を反映して、現時点で当初予算の赤字額は

対前年度比▲１億円の、約 4,000 万円の歳出超過と大幅に改善・縮小しているが、法人・各園

における構造的な経営改善の取組みについては、昨年に引き続き、継続して実施していく予定

である。 

こうした中、昨年８月に公表した厚木精華園、同 11 月・12 月に連続して愛名やまゆり園で

職員による利用者虐待が発生した。特に 11 月の虐待事案では、利用者に対する暴力行為で職員

が逮捕されただけでなく、12 月 14 日に県議会厚生常任員会でこの件に係る参考人招致が行な

われ、厳しい追及を受けた直後に２度目の利用者虐待が同園で発生、法人・園の危機意識の欠

如等を厳しく指摘される結果となった。加えて、この２つの事案を調査する中、計６件の利用

者虐待が関係市町村によって虐待認定されるに至り、３月 29日、神奈川県から障害者総合支援

法第 50 条に基づく「新規入所の受入れ停止（６か月）」という重い行政処分を法人始まって以

来、初めて受ける結果となってしまった。 

法人・園は、「愛名やまゆり園の虐待事案に係る改善計画（第２次）」を４月 30 日に神奈川県

に提出、56 項目の具体的な改善項目を定め、現在、その改善に向けて、法人全体でその取り組

みを進めている。さらに法人だけの取組では信頼回復は困難と判断し、４月１日付けで外部弁

護士等の有識者による第三者委員会を法人として設置し、日弁連ガイドラインに基づく公平中

立な検証を進めているところである。 

 



 
 

また、神奈川県は、昨年12月に「県立障害者支援施設の方向性ビジョン」を策定し、今後の

県立障害者支援施設は、福祉科学研究や人材育成へのその役割を転換するとともに、県立施設

として継続する施設については、地方独立行政法人化を進めると公表した。特に厚木精華園に

ついては、民間法人への移譲という方向性が示されるとともに、愛名やまゆり園についても小

規模化の上、再整備が予定されているため、今後、当該施設の移譲、再整備等に向けた調整等

が大きな課題となっている。 

 



２ 重点施策の取組状況 

 

（１）全体評価 

 
評価 

所属 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計 

法人事務局 
４ 

（20.0%） 

11 

（55.0%） 

３ 

(15.0%） 

1 

（5.0％） 

1 

（5.0%） 

２０ 

（100.0%） 

秦野精華園 
希望の丘はだ

の 

５ 

（62.5%） 

３ 

（37.5%） 

 

 

    ８ 

（100.0%） 

厚木精華園 
１ 

（16.6%） 

１ 

（16.7%） 

３ 

（50.0%） 

１ 

(16.7%) 

 ６ 

（100.0%） 

愛名 

やまゆり園 

２ 

（22.3％） 

３ 

（33.3%） 

３ 

（33.3%） 

１ 

(11.1%) 

 ９ 

（100.0%） 

津久井 

やまゆり園 

５ 

（50.0%） 

４ 

（40.0%） 

 １ 

（10.0%） 

 

 

１０ 

（100.0%） 

計 
17 

（32.1%） 

２２ 

（41.5%） 

９ 

(17.0%） 

４ 

（7.5%） 

１ 

（1.9%） 

５３ 

（100.0%） 

 
 

〇評価基準（法人事務局・各園共通） 

評価 達成状況 

Ａ：事業計画どおり達成できた 100％以上 

 Ｂ：概ね達成できた 80％以上 100％未満 

 Ｃ：あまり達成できていない 60％以上 80％未満 

 Ｄ：達成できていない（未着手を除く） 60％未満 

 Ｅ：未着手 ０％ 

 



（
２

）
令

和
５

年
度

事
業

計
画

取
組

状
況

（
法

人
事

務
局

・
統

括
管

理
室

）

事
秦

厚
愛

津
番

号
重

　
　

点
　

　
施

　
　

策
　

　
名

評
価

◎
〇

〇
〇

〇
重

1
-
1

法
人

理
念

の
見

直
し

Ｅ

◎
重

1
-
2

理
事

会
・
評

議
員

会
運

営
の

充
実

強
化

Ｂ

◎
〇

〇
〇

〇
重

1
-
3

理
事

長
と

職
員

と
の

意
見

交
換

の
実

施
Ｂ

◎
〇

〇
〇

〇
重

1
-
4

公
正

・
透

明
な

職
場

づ
く
り

の
推

進
Ｄ

◎
〇

〇
〇

〇
重

1
-
5

外
部

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
の

積
極

的
活

用
A

令
和

５
年

度
事

業
計

画
令

和
５

年
度

の
取

組
状

況
備

　
　

考

①
理

念
の

点
検

・
見

直
し

  
 県

に
よ

る
「
当

事
者

目
線

の
障

害
福

祉
推

進
条

例
」
な

ど
の

当
事

者
目

線
福

祉
の

諸
施

策
・
取

組
み

な
ど

の
方

向
性

を
見

極
め

る
た

め
、

検
討

作
業

の
停

止
を

決
定

し
た

。

【
厚

木
】

・
今

年
度

の
県

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
事

業
は

①
1
0
/
1
7
「
パ

ラ
ダ

イ
ム

シ
フ

ト
後

の
支

援
者

と
し

て
の

基
本

姿
勢

の
確

認
」
②

１
２

/
１

１
「
尊

厳
に

つ
い

て
/
リ

ー
ダ

ー
に

求
め

ら
れ

る
資

　
質

に
つ

い
て

考
え

る
」
を

テ
ー

マ
に

育
桜

福
祉

会
佐

野
氏

を
講

師
に

2
回

実
施

。
・
意

思
決

定
支

援
の

取
組

み
で

県
意

思
決

定
支

援
実

践
研

修
事

業
を

申
請

。
意

思
決

定
支

援
専

門
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

意
思

決
定

支
援

会
議

に
出

席
し

、
助

言
・
指

導
を

受
け

た
（
９

/
２

７
・
２

/
１

５
）

【
愛

名
】

・
外

部
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

1
0
回

（
5
/
1
7
,6

/
2
6
,7

/
1
9
,8

/
9
,9

/
2
0
,1

0
/
2
8
,1

1
/
8
,1

2
/
2
0
,1

/
1
7
,3

/
1
3
）

・
外

部
講

師
に

よ
る

強
度

行
動

障
害

等
に

関
す

る
研

修
を

4
回

（
6
/
1
4
,9

/
2
8
,1

1
/
1
6
,1

/
1
8
）
実

施
し

、
合

わ
せ

て
9
5
名

が
参

加
し

た
。

・
9
/
1
1
県

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

事
業

に
て

、
各

寮
の

開
錠

の
取

り
組

み
の

現
状

と
報

告
を

行
な

い
今

後
に

向
け

て
の

具
体

的
な

計
画

・
方

法
に

つ
い

て
も

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
い

た
。

・
1
2
/
7
県

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

（
法

的
な

観
点

か
ら

の
説

明
）
を

受
け

る
。

講
師

の
弁

護
士

か
ら

、
原

則
開

錠
で

は
あ

る
が

、
安

全
配

慮
義

務
に

つ
い

て
は

個
別

の
状

態
を

天
秤

に
か

け
て

そ
の

都
度

判
断

す
る

こ
と

が
現

実
的

で
あ

る
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
い

た
。

【
津

久
井

】
・
令

和
４

年
度

末
で

津
久

井
や

ま
ゆ

り
園

再
生

基
本

構
想

に
基

づ
い

た
意

思
決

定
支

援
は

終
了

し
た

が
、

園
内

に
主

任
級

以
上

の
職

員
が

参
加

す
る

意
思

決
定

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

委
員

会
を

設
置

。
S
D

M
‐
J
ap

an
（
日

本
意

思
決

定
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）

の
協

力
を

受
け

な
が

ら
、

個
別

支
援

計
画

書
へ

の
意

思
決

定
支

援
の

位
置

づ
け

と
、

関
連

書
式

の
整

理
を

検
討

し
た

。
・
県

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
事

業
を

活
用

し
、

当
事

者
の

方
に

来
園

い
た

だ
き

、
施

設
の

支
援

の
改

善
に

つ
な

げ
る

べ
く
、

第
三

者
の

目
を

通
し

て
支

援
現

場
を

ご
覧

い
た

だ
き

、
忌

憚
の

な
い

ご
意

見
を

い
た

だ
い

た
。

（
年

計
３

回
実

施
）

①
②

③
理

事
会

・
評

議
員

会
運

営
の

充
実

強
化

と
法

人
内

公
開

　
昨

年
か

ら
開

始
し

た
理

事
会

・
評

議
員

会
に

お
け

る
審

議
の

法
人

内
公

開
を

継
続

す
る

と
も

に
、

運
営

諸
規

程
に

基
づ

く
報

告
等

を
厳

密
に

施
行

す
る

な
ど

法
令

遵
守

や
情

報
開

示
の

徹
底

を
実

施
し

た
。

①
理

事
長

と
職

員
の

意
見

交
換

の
実

施
・
女

性
職

員
と

の
意

見
交

換
会

を
２

回
実

施
し

、
女

性
生

活
課

職
員

の
離

職
防

止
の

た
め

の
意

見
の

実
現

へ
の

取
組

を
４

施
策

（
地

域
限

定
、

介
護

休
見

直
し

、
日

勤
職

場
条

件
、

普
通

免
許

助
成

）
を

実
施

し
た

。
・
一

般
職

員
と

の
意

見
交

換
会

を
２

園
で

実
施

し
、

風
通

し
の

良
い

職
場

づ
く
り

に
努

め
た

。

①
公

正
・
透

明
な

職
場

づ
く
り

の
推

進
・
４

半
期

ご
と

の
窓

口
案

内
等

の
Ｐ

Ｒ
及

び
採

用
時

実
施

研
修

で
、

意
義

や
フ

ロ
ー

を
理

解
さ

せ
る

取
組

み
を

実
施

し
た

。
・
愛

名
で

の
虐

待
事

案
の

改
善

対
策

の
取

組
み

と
し

て
、

支
援

の
振

り
返

り
と

虐
待

通
報

に
関

す
る

調
査

を
実

施
し

た
。

・
愛

名
の

虐
待

事
案

の
原

因
の

１
つ

と
し

て
、

風
通

し
の

悪
い

職
場

が
あ

り
、

推
進

が
で

き
た

と
は

評
価

で
き

な
い

結
果

と
な

っ
た

。

実
施

実
施

周
知

実
施

評
価

評
価

評
価

評
価

素
案

の

作
成

職
員

参

加
な

ど

実
施

実
施

周
知

実
施

評
価

評
価

評
価

評
価

素
案

の

作
成

職
員

参

加
な

ど



（
２

）
令

和
５

年
度

事
業

計
画

取
組

状
況

（
法

人
事

務
局

・
統

括
管

理
室

）

事
秦

厚
愛

津
番

号
重

　
　

点
　

　
施

　
　

策
　

　
名

評
価

令
和

５
年

度
事

業
計

画
令

和
５

年
度

の
取

組
状

況
備

　
　

考

◎
〇

重
1
-
6

組
織

活
性

化
の

た
め

の
５

S
活

動
の

促
進

Ｂ

◎
〇

〇
〇

〇
重

2
-
1

津
久

井
や

ま
ゆ

り
園

意
思

決
定

支
援

の
法

人
内

普
及

・
展

開
Ｂ

◎
〇

〇
〇

〇
重

2
-
2

当
事

者
目

線
の

障
が

い
福

祉
を

担
う

人
材

育
成

の
充

実
と

職
場

風
土

の
改

善
Ｂ

【
意

思
決

定
支

援
推

進
担

当
を

中
心

と
し

た
取

組
み

】
　

園
ご

と
の

利
用

者
の

障
害

特
性

や
運

営
の

特
色

に
合

わ
せ

て
、

担
当

職
員

と
各

園
で

検
討

・
調

整
を

行
い

、
意

思
決

定
支

援
の

推
進

に
努

め
た

。
特

に
意

思
決

定
支

援
推

進
体

制
の

構
築

や
職

員
の

マ
イ

ン
ド

醸
成

へ
の

取
組

み
を

積
極

的
に

実
施

し
た

。
　

目
指

す
意

思
決

定
支

援
：
出

来
る

限
り

ご
本

人
の

意
思

を
踏

ま
え

た
「
個

別
支

援
」

を
、

個
々

の
支

援
者

の
恣

意
で

は
な

く
、

支
援

記
録

等
の

「
エ

ビ
デ

ン
ス

に
基

づ
く
支

援
」
を

行
い

、
ご

本
人

に
よ

り
豊

か
な

生
活

を
し

て
い

た
だ

く
。

　
・
津

久
井

・
・
・
方

針
：
指

針
「
本

人
の

望
む

暮
ら

し
の

実
現

」
の

共
有

、
Ｓ

Ｄ
Ｍ

　
　

　
　

　
　

　
　

ジ
ャ

パ
ン

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

  
  
  
  
  
 取

組
み

：
地

域
に

戻
る

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
／

支
援

段
階

チ
ェ

ッ
ク

　
　

　
　

　
　

　
　

　
シ

ー
ト

の
作

成
運

用
（
試

行
）
、

委
員

会
や

担
当

者
会

議
　

　
　

　
　

　
　

　
　

の
実

施
等

　
・
厚

木
・
・
・
方

針
：
個

別
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

重
要

性
、

地
域

移
行

が
目

標
で

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

は
な

く
、

地
域

と
共

に
楽

し
み

・
生

き
が

い
・
豊

か
な

生
活

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

を
目

標
に

　
　

　
　

　
 取

組
み

：
４

つ
の

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

の
実

施
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
シ

ー
ト

の
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
作

成
、

記
録

の
充

実
、

中
活

動
の

充
実

等
　

・
愛

名
・
・
・
方

針
：
「
に

や
り

ほ
っ

と
」
「
ヒ

ア
リ

ン
グ

シ
ー

ト
」
「
個

別
支

援
」
、

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
地

域
生

活
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

活
用

　
　

　
　

　
　

取
組

み
：
「
に

や
り

ほ
っ

と
」
記

録
の

充
実

、
３

名
の

（
県

）
モ

デ
ル

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ケ

ー
ス

実
践

・
情

報
整

理
等

、
愛

名
独

自
モ

デ
ル

実
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
践

（
1
0
名

）
等

　
・
秦

野
・
・
・
方

針
：
関

わ
り

は
重

度
障

害
の

方
中

心
、

担
当

者
中

心
に

よ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
る

試
行

（
体

制
が

薄
い

た
め

）
　

　
　

　
　

　
取

組
み

：
各

課
グ

ル
ー

プ
会

議
で

の
意

識
啓

発
ス

ト
レ

ン
グ

ス
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
支

援
・
日

中
活

動
・
個

人
記

録
と

個
別

支
援

計
画

の
連

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

動
　

・
希

望
・
・
・
方

針
：
関

わ
り

は
当

面
、

付
加

的
に

進
め

る
　

　
　

　
　

　
取

組
み

：
Ｓ

Ｄ
Ｍ

ジ
ャ

パ
ン

の
実

践
的

支
援

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ン
研

修
の

実
施

①
職

員
研

修
の

推
進

　
 「

と
も

に
生

き
る

社
会

を
考

え
る

障
が

い
福

祉
研

修
」
を

1
1
月

1
7
日

に
実

施
し

た
。

障
が

い
当

事
者

に
講

師
を

依
頼

し
、

研
修

の
表

題
を

「
こ

れ
か

ら
の

未
来

の
福

祉
を

考
え

る
障

が
い

者
福

祉
研

修
」
に

変
更

し
て

行
う

こ
と

に
な

っ
た

。
「
虐

待
を

さ
れ

た
気

持
ち

を
知

ろ
う

　
あ

な
た

な
ら

ど
う

す
る

」
と

題
し

て
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
を

中
心

に
実

施
し

た
。

 ま
た

、
利

用
者

に
対

す
る

虐
待

防
止

と
は

別
の

視
点

か
ら

広
く
人

権
を

と
ら

え
、

「
人

権
」
と

は
何

か
・
知

的
障

が
い

の
他

様
々

な
障

が
い

の
あ

る
方

・
社

会
的

に
制

約
を

受
け

る
方

等
の

「
人

権
」
を

学
ぶ

こ
と

を
目

的
に

、
令

和
6
年

度
「
権

利
擁

護
・
虐

待
防

止
特

別
研

修
」
を

1
月

に
実

施
し

た
。

　
神

奈
川

県
が

実
施

す
る

「
か

な
が

わ
地

域
生

活
移

行
推

進
人

材
養

成
研

修
」
に

職
員

を
参

加
さ

せ
た

。
③

　
ス

ペ
シ

ャ
リ

ス
ト

育
成

制
度

の
検

討
　

　
今

年
度

の
取

組
み

は
未

実
施

。

①
津

久
井

で
の

継
続

実
施

　
　

法
人

内
で

の
水

平
展

開
の

実
施

を
見

送
る

こ
と

と
し

た
が

、
津

久
井

で
の

活
用

を
継

続
実

施
し

た
。

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト

実
施

評
価

実
施

評
価

実
施

評
価

ス
ペ

シ
ャ

リ
ス

ト

実
施

評
価

実
施

評
価

実
施

評
価



（
２
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５
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事
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計
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取
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状
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（
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事
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統
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事

業
計

画
令

和
５
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度
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取

組
状

況
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考

◎
〇

〇
〇

〇
重

2
-
3

障
害

当
事

者
・
利

用
者

の
参

画
推

進
Ｃ

◎
〇

〇
〇

〇
重

2
-
4

県
立

障
害

者
支

援
施

設
等

に
お

け
る

寮
・
ユ

ニ
ッ

ト
玄

関
開

錠
等

の
推

進
検

討
B

◎
〇

〇
重

2
-
5

支
援

改
善

担
当

理
事

に
よ

る
支

援
改

善
の

推
進

検
討

検
討

Ｂ

①
寮

・
ユ

ニ
ッ

ト
玄

関
開

錠
の

推
進

【
厚

木
】

　
県

の
原

則
解

錠
に

係
る

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
を

1
2
月

2
0
日

に
実

施
。

こ
の

内
容

を
受

け
、

生
活

課
入

口
は

夜
間

2
2
時

～
5
時

は
施

錠
で

統
一

。
非

常
口

は
サ

ム
タ

ー
ン

錠
で

あ
る

為
、

セ
ン

サ
ー

を
設

知
。

日
中

開
錠

は
継

続
し

て
出

来
て

い
る

。

【
愛

名
】

　
人

感
セ

ン
サ

ー
の

設
置

等
環

境
整

備
を

行
い

、
各

寮
ご

と
に

開
錠

時
間

を
増

や
し

た
。

平
日

日
中

は
原

則
開

錠
を

達
成

し
て

い
る

寮
も

あ
る

が
、

開
錠

中
は

見
守

り
職

員
の

配
置

を
要

す
る

寮
・
2
階

か
ら

の
転

落
予

防
改

修
に

向
け

て
、

さ
ら

な
る

試
行

と
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

要
す

る
寮

も
あ

っ
た

。
　

9
/
1
1
県

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

事
業

に
て

、
各

寮
の

開
錠

の
取

り
組

み
の

現
状

と
報

告
を

行
な

い
今

後
に

向
け

て
の

具
体

的
な

計
画

・
方

法
に

つ
い

て
も

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
い

た
。

1
2
/
7
県

の
コ

ン
サ

ル
テ

ー
シ

ョ
ン

（
法

的
な

観
点

か
ら

の
説

明
）
を

受
け

る
。

講
師

の
弁

護
士

か
ら

、
原

則
開

錠
で

は
あ

る
が

、
安

全
配

慮
義

務
に

つ
い

て
は

個
別

の
状

態
を

天
秤

に
か

け
て

そ
の

都
度

判
断

す
る

こ
と

が
現

実
的

で
あ

る
と

ア
ド

バ
イ

ス
を

い
た

だ
い

た
。

【
津

久
井

】
　

引
き

続
き

2
4
時

間
ユ

ニ
ッ

ト
玄

関
開

錠
の

取
り

組
み

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
利

用
者

自
ら

カ
ー

ド
キ

ー
を

使
用

し
て

、
外

か
ら

ユ
ニ

ッ
ト

内
へ

自
由

に
入

る
た

め
の

取
り

組
み

を
進

め
た

。
（
対

象
者

４
人

）

①
身

体
拘

束
解

除
に

向
け

た
取

組
　

　
1
1
月

に
、

愛
名

に
お

い
て

、
当

事
者

目
線

の
支

援
推

進
検

討
委

員
会

で
意

見
聴

取
と

指
導

を
実

施
し

た
。

②
虐

待
の

再
発

防
止

に
向

け
た

取
組

　
　

1
1
月

と
１

月
に

厚
木

で
発

生
し

た
虐

待
事

案
の

再
発

防
止

と
し

て
、

園
職

員
と

の
意

見
聴

取
と

指
導

を
実

施
し

た
。

　
　

1
1
月

に
愛

名
で

発
生

し
た

虐
待

事
案

の
再

発
防

止
と

し
て

、
園

職
員

と
の

意
見

聴
取

と
指

導
を

実
施

し
た

。

①
理

事
会

・
評

議
員

会
　

 現
行

理
事

・
評

議
員

の
改

選
時

期
は

令
和

７
年

6
月

と
な

る
た

め
、

今
年

度
内

の
取

組
み

は
未

実
施

。
②

障
が

い
当

事
者

を
講

師
と

し
た

職
員

研
修

　
・
９

月
に

「
当

事
者

か
ら

見
た

障
が

い
福

祉
と

相
談

支
援

専
門

員
に

期
待

す
る

こ
と

」
を

実
施

し
た

。
　

・
１

１
月

に
「
こ

れ
か

ら
の

未
来

の
福

祉
を

考
え

る
障

が
い

福
祉

研
修

」
（
「
と

も
に

生
き

る
社

会
を

考
え

る
障

が
い

福
祉

研
修

」
か

ら
改

題
）
を

実
施

し
た

。
③

運
営

協
議

会
　

　
各

園
で

検
討

し
た

が
、

今
年

度
は

未
実

施
。

実
施

実
施

実
施

試
行

検
証

達
成

評
価

理
事

会
・

評
議

員
会

運
営

協
議

会
実

施
評

価

実
施

実
施

実
施

実
施

試
行

検
証

達
成

評
価

理
事

会
・

評
議

員
会

運
営

協
議

会
実

施
評

価

実
施



（
２

）
令

和
５

年
度

事
業

計
画

取
組

状
況

（
法

人
事

務
局

・
統

括
管

理
室

）

事
秦

厚
愛

津
番

号
重

　
　

点
　

　
施

　
　

策
　

　
名

評
価

令
和

５
年

度
事

業
計

画
令

和
５

年
度

の
取

組
状

況
備

　
　

考

◎
〇

〇
〇

〇
重

５
人

財
（
材

）
の

確
保

に
向

け
て

Ｃ

◎
〇

〇
〇

〇
法

１
会

議
の

見
直

し
と

効
率

化
Ｃ

◎
〇

〇
〇

〇
法

２
成

年
後

見
制

度
の

普
及

啓
発

・
推

進

検
討

Ｂ

①
新

生
活

様
式

に
適

合
す

る
会

議
　

 コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
新

し
い

生
活

様
式

に
よ

り
開

始
し

た
オ

ン
ラ

イ
ン

（
zo

o
m

）
会

議
や

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

会
議

を
実

施
し

、
定

着
を

図
っ

た
。

②
音

声
入

力
導

入
　

チ
ャ

ッ
ト

Ｇ
Ｐ

Ｔ
等

の
技

術
革

新
や

高
齢

系
介

護
施

設
で

の
機

器
導

入
な

ど
の

情
報

収
集

に
努

め
た

が
、

進
展

さ
せ

る
こ

と
は

で
き

な
か

っ
た

。
。

①
推

進
担

当
　

　
各

園
と

の
兼

務
で

は
あ

る
が

３
名

の
職

員
を

配
置

し
、

非
常

勤
を

含
む

４
名

と
、

２
名

の
協

力
職

員
に

よ
る

体
制

を
構

築
し

た
。

②
職

員
研

修
・
人

材
育

成
　

　
成

年
後

見
制

度
の

意
義

を
理

解
さ

せ
る

た
め

、
全

園
を

対
象

と
し

た
職

員
研

修
を

２
回

実
施

し
た

。
③

⑤
各

園
の

制
度

活
用

・
利

用
者

の
通

帳
管

理
の

整
理

　
 推

進
担

当
の

後
見

人
経

験
者

で
あ

る
非

常
勤

職
員

に
よ

る
各

園
の

整
理

支
援

を
実

施
し

、
全

園
で

預
り

金
の

後
見

人
等

へ
の

移
管

促
進

に
努

め
た

。
④

法
人

後
見

の
推

進
　

 秦
野

市
で

法
人

後
見

事
業

を
実

施
し

て
い

る
団

体
か

ら
の

サ
ポ

ー
ト

を
受

け
、

既
に

実
績

の
あ

る
方

を
講

師
を

招
い

た
研

修
や

推
進

担
当

職
員

を
そ

の
団

体
に

派
遣

し
て

研
修

を
実

施
し

た
。

①
積

極
的

な
職

員
採

用
　

 旧
芹

が
谷

職
員

の
法

人
内

配
置

に
よ

り
欠

員
の

大
幅

な
解

消
が

で
き

た
が

、
４

半
期

ご
と

の
新

規
採

用
に

は
引

き
続

き
努

め
た

。
ま

た
、

女
性

生
活

課
職

員
の

意
見

の
実

現
と

し
て

、
勤

務
地

（
地

域
）
限

定
職

員
の

採
用

制
度

の
導

入
を

実
施

し
た

。
さ

ら
に

、
福

祉
人

材
の

応
募

は
少

数
で

あ
る

現
状

か
ら

派
遣

事
業

者
の

導
入

を
決

定
し

て
、

さ
ら

な
る

確
保

に
努

め
た

。
し

か
し

、
積

極
的

な
取

組
み

を
行

っ
た

が
、

欠
員

を
埋

め
る

こ
と

が
で

き
な

か
っ

た
。

②
事

務
職

員
の

人
材

確
保

・
⑤

業
務

の
集

約
化

と
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
の

検
討

　
 ２

名
の

事
務

職
員

を
増

員
し

た
。

ま
た

、
総

務
部

門
の

業
務

の
集

約
化

と
ア

ウ
ト

ソ
ー

シ
ン

グ
に

向
け

て
、

新
規

勤
怠

管
理

シ
ス

テ
ム

導
入

に
向

け
た

検
討

を
開

始
し

た
が

、
予

定
ど

お
り

の
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
で

は
進

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

③
⑤

離
職

抑
制

へ
の

取
り

組
み

・
理

事
長

と
女

性
職

員
の

意
見

交
換

会
　

・
メ

ン
タ

ー
制

度
に

つ
い

て
は

、
4
月

か
ら

導
入

し
、

試
行

を
兼

ね
て

実
施

し
た

。
　

・
理

事
長

と
女

性
生

活
課

職
員

と
の

意
見

交
換

会
で

の
意

見
か

ら
実

現
に

向
け

た
重

点
取

組
を

決
定

し
、

４
施

策
（
地

域
限

定
、

介
護

休
見

直
し

、
日

勤
職

場
条

件
、

普
通

免
許

助
成

）
を

実
施

し
た

。
し

か
し

、
効

果
は

低
か

っ
た

。
④

法
人

立
園

の
就

業
体

制
・
制

度
の

検
証

・
検

討
　

 法
人

事
務

局
に

よ
る

法
人

立
管

理
職

員
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
施

策
希

望
の

課
題

や
優

先
順

位
な

ど
を

聴
取

し
、

検
討

し
た

が
、

実
現

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。
⑥

給
与

号
俸

の
見

直
し

等
、

人
事

体
系

に
係

る
検

討
を

推
進

す
る

た
め

の
外

部
コ

ン
サ

ル
導

入
　

 コ
ン

サ
ル

業
者

と
契

約
締

結
し

、
コ

ン
サ

ル
の

提
案

・
助

言
を

受
け

、
全

園
・
各

階
層

か
ら

選
出

し
た

委
員

に
よ

る
人

事
体

系
検

討
委

員
会

を
６

回
開

催
し

た
。

県
最

低
賃

金
の

上
昇

の
見

通
し

が
難

し
い

た
め

、
本

棒
の

見
直

し
は

見
送

る
こ

と
と

し
た

。

実
施

検
証

離
職

抑
制

へ
の

取
組

実
施

評
価

法
人

立
施

設
職

員

の
制

度
等

の
検

討

検
証

実
施

検
証

離
職

抑
制

へ
の

取
組

実
施

評
価

法
人

立
施

設
職

員

の
制

度
等

の
検

討

検
証

検
討

・
準

備
体

制
強

化
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５
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５
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考

◎
〇

〇
〇

〇
法

３
ＩＣ

Ｔ
機

器
を

活
用

し
た

支
援

の
効

率
化

Ｂ

◎
〇

〇
〇

〇
法

４
新

し
い

時
代

に
対

応
す

る
人

財
（
材

）
育

成
Ｂ

◎
〇

〇
〇

〇
法

５
適

正
な

経
理

と
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
の

徹
底

Ｂ

①
Ｗ

Ｅ
Ｂ

型
職

員
研

修
と

選
択

型
メ

ニ
ュ

ー
の

充
実

　
　

職
員

研
修

に
オ

ン
ラ

イ
ン

と
対

面
を

組
み

合
わ

せ
た

Ｗ
Ｅ

Ｂ
型

職
員

研
修

を
実

施
し

、
各

園
で

個
々

の
職

員
の

成
長

に
合

わ
せ

た
シ

ラ
バ

ス
の

作
成

に
取

り
組

ん
だ

。
ま

た
、

選
択

型
メ

ニ
ュ

ー
に

つ
い

て
は

、
次

年
度

の
シ

ラ
バ

ス
作

成
の

際
、

自
身

で
受

け
た

い
テ

ー
マ

を
一

部
選

択
す

る
方

向
性

を
確

認
し

た
。

②
「
新

た
な

障
が

い
福

祉
」
研

修
の

実
施

　
　

障
が

い
当

事
者

を
講

師
と

し
て

、
「
こ

れ
か

ら
の

未
来

の
支

援
を

考
え

る
障

が
い

福
祉

研
修

」
（
 「

と
も

に
生

き
る

社
会

を
考

え
る

障
が

い
福

祉
研

修
」
よ

り
改

題
）
を

1
1

月
に

実
施

し
た

。

①
通

帳
の

集
約

に
よ

る
経

理
業

務
の

効
率

化
　

 昨
年

度
か

ら
の

取
組

み
を

継
続

し
、

さ
ら

に
集

約
を

進
め

て
管

理
す

る
通

帳
の

数
を

減
ら

す
こ

と
で

業
務

の
効

率
化

を
図

っ
た

。
②

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
徹

底
　

　
会

議
等

を
通

じ
て

処
理

統
一

の
た

め
の

全
体

確
認

を
行

い
、

会
計

基
準

に
準

拠
し

た
適

正
な

経
理

処
理

及
び

金
銭

管
理

に
努

め
た

。
③

内
部

監
査

の
実

施
　

 四
半

期
に

１
回

の
内

部
監

査
を

実
施

し
た

が
、

監
事

（
会

計
担

当
）
が

６
月

に
交

替
し

、
そ

の
後

は
日

程
の

調
整

が
つ

か
ず

年
度

内
に

実
施

し
た

総
務

部
内

部
監

査
に

監
事

の
同

行
は

な
か

っ
た

。
④

管
理

会
計

の
導

入
　

　
会

計
シ

ス
テ

ム
の

分
析

機
能

を
十

分
に

活
用

で
き

ず
、

経
営

改
善

の
た

め
の

管
理

会
計

の
導

入
に

至
ら

な
か

っ
た

。
⑤

イ
ン

ボ
イ

ス
制

度
へ

の
的

確
な

対
応

　
担

当
者

個
々

が
新

制
度

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

、
的

確
な

処
理

が
行

え
る

よ
う

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
法

人
内

で
勉

強
会

を
開

催
し

た
。

①
イ

ン
ト

ラ
カ

ス
タ

マ
イ

ズ
と

記
録

の
効

率
化

　
　

総
合

支
援

部
長

会
議

に
て

検
討

し
た

レ
イ

ン
ボ

ー
ネ

ッ
ト

改
修

に
つ

い
て

、
個

別
支

援
計

画
の

新
様

式
や

箇
所

等
を

固
め

た
。

ま
た

、
記

録
の

効
率

化
は

、
レ

イ
ン

ボ
ー

ネ
ッ

ト
へ

の
音

声
入

力
は

難
し

い
が

、
愛

名
の

生
活

課
に

iP
ad

の
配

備
に

よ
る

試
行

実
施

に
努

め
た

。
②

面
会

等
の

ツ
ー

ル
活

用
　

iP
ad

を
使

用
し

て
オ

ン
ラ

イ
ン

面
会

を
各

園
に

て
実

施
し

、
面

会
以

外
で

は
、

家
族

会
へ

の
参

加
・
オ

ン
ラ

イ
ン

礼
拝

参
加

・
動

画
視

聴
・
オ

ン
ラ

イ
ン

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

の
商

品
選

択
・
園

内
外

イ
ベ

ン
ト

参
加

等
で

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

活
用

し
た

。
ま

た
、

通
院

等
の

際
に

も
外

部
持

ち
出

し
用

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

配
置

し
て

活
用

し
た

。
③

介
護

用
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

導
入

　
排

尿
予

測
デ

バ
イ

ス
の

試
験

導
入

を
行

っ
た

。
（
愛

名
）

④
ク

ラ
ウ

ド
化

の
推

進
と

Ｐ
Ｃ

・
ソ

フ
ト

の
充

実
強

化
　

G
m

ai
lア

カ
ウ

ン
ト

の
無

償
利

用
に

よ
る

ク
ラ

ウ
ド

使
用

や
、

芹
が

谷
や

ま
ゆ

り
園

に
て

使
用

し
て

い
た

P
C

の
追

加
配

備
、

買
い

替
え

に
合

わ
せ

て
旧

バ
ー

ジ
ョ

ン
の

ラ
イ

セ
ン

ス
を

未
導

入
の

P
C

に
入

れ
替

え
る

取
組

な
ど

を
実

施
し

、
法

人
全

体
の

充
実

強
化

を
実

施
し

た
。

検
証

導
入

検
証

実
施

検
証

見
直

管
理

会
計

実
施

検
証

検
証

導
入

検
証

実
施

検
証

見
直

管
理

会
計

実
施

検
証
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名
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和

５
年

度
事
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計

画
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和
５
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度

の
取

組
状

況
備

　
　

考

◎
〇

〇
〇

〇
法

６
防

災
・
防

犯
対

策
の

充
実

・
強

化
Ａ

◎
〇

〇
〇

◎
法

７
法

人
祈

り
の

日
の

継
続

実
施

と
鎮

魂
の

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト

の
活

用
Ａ

◎
〇

〇
〇

〇
法

８
感

染
症

対
策

の
充

実
強

化
Ａ

①
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
作

成
　

昨
年

度
策

定
し

た
全

園
全

事
業

所
の

2
2
の

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
感

染
症

Ｂ
Ｃ

Ｐ
に

つ
い

て
、

５
類

移
行

に
よ

る
再

確
認

と
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
一

部
変

更
を

実
施

し
た

。
②

対
策

備
品

等
の

再
確

認
　

５
類

移
行

に
適

合
し

た
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

症
対

策
物

品
の

確
認

を
実

施
し

た
。

③
面

会
対

応
ＩＣ

Ｔ
機

器
の

導
入

　
面

会
対

応
等

の
ＩＣ

Ｔ
機

器
は

、
引

き
続

き
機

器
の

購
入

等
を

推
進

し
た

。

①
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
再

点
検

　
現

状
の

各
市

等
の

公
開

し
て

い
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

に
Ｂ

Ｃ
Ｐ

が
対

応
で

き
て

い
る

か
等

の
再

点
検

や
各

事
業

所
Ｂ

Ｃ
Ｐ

の
整

備
に

努
め

、
地

域
住

民
の

第
一

次
避

難
へ

の
要

望
に

応
え

る
見

直
し

実
施

し
た

。
②

防
犯

体
制

の
再

点
検

　
策

定
し

て
４

年
が

経
過

し
た

法
人

の
防

犯
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
改

定
し

、
防

犯
関

係
機

器
の

設
置

や
不

審
者

・
不

審
物

事
案

の
増

加
な

ど
を

追
加

し
て

、
強

化
に

取
り

組
ん

だ
。

③
防

犯
訓

練
と

防
犯

機
器

の
点

検
　

　
9
/
1
に

防
災

主
体

の
法

人
総

合
防

災
訓

練
、

1
1
/
2
4
に

防
犯

主
体

の
訓

練
を

法
人

全
体

で
実

施
す

る
と

と
も

に
、

毎
月

実
施

し
て

い
る

各
園

訓
練

に
防

犯
機

器
の

点
検

を
実

施
し

た
。

①
法

人
祈

り
の

日
　

　
毎

月
2
6
日

の
「
法

人
祈

り
の

日
」
に

全
職

員
で

黙
と

う
等

を
実

施
し

た
。

②
鎮

魂
の

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト

の
活

用
　

　
法

人
主

催
研

修
で

は
８

月
実

施
の

フ
レ

ッ
シ

ュ
マ

ン
研

修
の

際
、

参
加

職
員

全
員

で
献

花
と

黙
と

う
を

実
施

し
た

。
　

民
生

委
員

や
社

会
福

祉
協

議
会

、
学

校
関

係
者

、
施

設
職

員
の

施
設

見
学

等
を

計
2
5
回

 （
延

べ
1
,5

9
7
人

）
受

入
れ

、
黙

と
う

・
モ

ニ
ュ

メ
ン

ト
の

説
明

を
実

施
し

た
。

③
津

久
井

事
件

遺
族

対
応

　
　

7
月

の
津

久
井

追
悼

式
で

遺
族

対
応

を
実

施
し

た
。

津
久

井
や

ま
ゆ

り
園

実
施

達
成

達
成

達
成

評
価

実
施

達
成

達
成

達
成

評
価
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号
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点
　

　
施

　
　

策
　

　
名

評
価

◎
重

1
-
7

秦
野

精
華

園
に

お
け

る
法

人
理

念
の

理
解

徹
底

と
職

員
・
利

用
者

の
意

見
反

映
機

会
の

整
備

周
知

検
討

試
行

試
行

検
証

B

◎
重

2
-
6

希
望

の
丘

は
だ

の
に

お
け

る
地

域
生

活
移

行
支

援
の

推
進

、
通

過
型

施
設

運
営

の
実

施
周

知
実

施
実

施
評

価
A

◎
重

2
-
7

秦
野

精
華

園
に

お
け

る
地

域
生

活
支

援
の

充
実

３
ホ

ー
ム

移
転

準
備

サ
テ

ラ
イ

ト

　  達
成

ニ
ー

ズ
調

査
収

集

 評
価

A

◎
◎

重
４

秦
野

精
華

園
・
希

望
の

丘
は

だ
の

の
経

営
基

盤
の

安
定

化

加
算

申
請

電
気

契
約

見
直

し

ボ
イ

ラ
ー

管
理

見
直

し

非
常

勤
夜

勤
者

の
募

集

支
援

体
制

の
検

討

実
施

節
電

取

組
み

課
題

検
証

随
時

配
置

検
討

実
施

節
電

取
組

み

課
題

検
証

随
時

配
置

法
人

と
の

調
整

検
証

評
価

評
価

検
証

評
価

B

・
新

規
入

所
利

用
者

5
名

通
所

利
用

者
1
名

受
入

れ
。

・
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

体
験

利
用

者
7
名

、
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

へ
の

地
域

生
活

移
行

者
6
名

。
・
通

所
生

活
訓

練
３

名
が

３
月

末
に

て
退

所
し

、
令

和
６

年
度

秦
野

チ
ャ

レ
ン

ジ
セ

ン
タ

ー
就

労
移

行
支

援
へ

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
。

児
童

施
設

か
ら

の
女

性
入

所
利

用
希

望
者

に
つ

い
て

は
年

度
ご

と
の

対
象

者
数

の
増

減
が

激
し

い
。

５
年

度
は

希
望

者
な

し
で

あ
っ

た
。

・
8
月

１
日

付
け

で
東

海
大

学
前

駅
近

隣
に

サ
テ

ラ
イ

ト
型

G
H

マ
イ

ウ
ェ

イ
を

設
置

し
た

。
・
契

約
満

期
を

迎
え

た
レ

ス
ポ

ワ
ー

ル
に

つ
い

て
は

、
２

年
間

の
契

約
延

長
を

実
施

。
・
次

年
度

以
降

契
約

更
新

を
迎

え
る

ベ
ス

ト
ハ

ウ
ス

・
ド

リ
ー

ム
ハ

ウ
ス

に
つ

い
て

は
ホ

ー
ム

オ
ー

ナ
ー

へ
建

て
替

え
等

の
意

向
打

診
を

実
施

し
て

い
た

が
建

築
費

等
の

高
騰

で
建

て
替

え
等

が
実

施
出

来
な

い
と

の
返

答
で

、
契

約
更

新
を

行
わ

な
い

判
断

と
し

た
。

・
レ

オ
パ

レ
ス

桜
台

に
つ

い
て

は
、

次
年

度
内

の
廃

止
に

向
け

て
利

用
者

の
希

望
に

沿
っ

た
他

ホ
ー

ム
へ

の
転

居
計

画
の

調
整

に
入

っ
た

。

第
１

号
サ

テ
ラ

イ
ト

ホ
ー

ム
の

設
置

に
よ

り
、

一
人

暮
ら

し
生

活
を

希
望

す
る

利
用

者
の

イ
メ

ー
ジ

作
り

が
加

速
出

来
て

た
。

契
約

満
了

を
迎

え
る

ホ
ー

ム
の

建
て

替
え

等
に

つ
い

て
は

建
築

費
高

騰
に

よ
り

難
し

い
模

様
で

、
既

存
物

件
へ

の
移

転
で

対
応

す
る

方
針

を
決

定
し

た
。

加
算

導
入

・
希

望
ユ

ニ
ッ

ト
加

算
導

入
。

（
令

和
５

年
度

）
・
秦

野
精

華
園

支
援

１
課

重
度

支
援

体
制

加
算

導
入

（
令

和
５

年
度

）
・
秦

野
C

C
（
通

所
）
重

度
支

援
体

制
加

算
Ⅱ

導
入

（
令

和
５

年
度

）
・
地

域
生

活
移

行
個

別
支

援
特

別
加

算
Ⅰ

．
Ⅱ

導
入

（
令

和
５

年
度

）
コ

ス
ト

削
減

・
調

理
委

託
業

者
変

更
（
令

和
５

年
度

）
・
希

望
空

調
等

メ
ン

テ
契

約
変

更
（
令

和
５

年
度

）

支
援

体
制

検
討

・
夜

勤
者

非
常

勤
配

置
枠

の
拡

大
。

希
望

非
常

勤
夜

勤
週

３
枠

（
令

和
５

年
度

）
・
希

望
の

丘
は

だ
の

の
支

援
体

制
を

変
更

生
活

支
援

へ
特

化
。

（
令

和
5

年
度

）
・
秦

野
精

華
園

C
C

（
通

所
）
就

労
移

行
支

援
定

員
６

名
。

利
用

者
充

足
へ

の
取

組
み

特
別

支
援

学
校

、
相

談
支

援
事

業
所

等
へ

の
P

R
活

動
を

強
化

施
設

見
学

者
の

受
け

入
れ

体
制

の
整

備
希

望
の

丘
で

地
域

定
着

支
援

セ
ン

タ
ー

の
協

力
の

下
触

法
ケ

ー
ス

の
受

入
れ

を
開

始

・
見

学
者

等
の

受
入

れ
制

限
を

緩
和

し
た

こ
と

も
あ

り
、

横
浜

・
川

崎
市

や
東

京
都

ケ
ー

ス
の

問
い

合
わ

せ
増

え
る

。
・
支

援
学

校
か

ら
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

受
け

、
ス

マ
ホ

等
の

利
用

解
禁

を
検

討
。

令
和

５
年

度
事

業
計

画
令

和
5
年

度
の

取
組

状
況

備
　

　
考

・
愛

名
・
厚

木
の

虐
待

事
案

の
発

生
を

受
け

て
、

1
1
月

主
任

会
に

て
園

長
・
施

設
長

と
主

任
会

メ
ン

バ
ー

1
1
名

と
の

意
見

交
換

会
を

実
施

。
・
R

6
. 
１

月
「
障

が
い

」
の

表
記

に
つ

い
て

園
長

・
施

設
長

か
ら

利
用

者
自

治
会

役
員

4
名

へ
表

記
、

言
葉

へ
の

意
見

、
感

想
、

要
望

を
求

め
た

。

・
意

見
交

換
会

の
開

催
回

数
に

計
画

性
を

持
た

せ
た

い
。



（
３

）
令

和
５

年
度

事
業

計
画

取
組

状
況

（
秦

野
精

華
園

・
希

望
の

丘
は

だ
の

）

事
秦

厚
愛

津
番

号
重

　
　

点
　

　
施

　
　

策
　

　
名

評
価

令
和

５
年

度
事

業
計

画
令

和
5
年

度
の

取
組

状
況

備
　

　
考

◎
秦

３
就

労
移

行
支

援
・
就

労
支

援
の

充
実

支
援

実
施

実
施

就
労

支
援

体
制

の
再

編
検

討

実
施

通
所

支
援

へ
の

特
化

　 　
検

証

　 　
再

編
　

調
整

A

〇
◎

秦
５

こ
ど

も
食

堂
の

運
営

　
（
み

ん
な

の
食

堂
ラ

パ
ニ

ス
の

始
動

）

団
体

間
調

整

週
１

試
行

試
行

継
続

評
価

B

◎
秦

６
在

宅
者

等
地

域
生

活
継

続
支

援
と

し
て

の
生

活
介

護
事

業
の

展
開

実
施

実
施

実
施

評
価

A

◎
秦

７
防

災
・
防

犯
対

策
の

充
実

・
強

化
　

（
公

用
車

運
転

前
･後

健
康

チ
ェ

ッ
ク

の
導

入
）

準
備

実
施

実
施

検
証

A

・
道

交
法

の
改

定
に

対
応

す
る

為
、

公
用

車
運

転
前

・
後

の
ア

ル
コ

ー
ル

チ
ェ

ッ
カ

ー
導

入
準

備
を

進
め

、
全

職
員

へ
の

周
知

、
記

録
表

の
運

用
の

確
認

を
進

め
た

結
果

、
定

着
を

確
認

。
・
外

部
事

業
所

が
火

災
に

あ
っ

た
際

に
本

体
総

務
課

よ
り

応
援

体
制

が
ス

ム
ー

ズ
に

取
れ

る
よ

う
連

携
の

訓
練

(マ
イ

ク
ロ

、
送

迎
車

に
よ

る
秦

野
体

育
館

へ
の

移
送

訓
練

）
を

行
っ

た
。

・
秦

野
警

察
、

秦
野

市
交

通
安

全
協

会
の

協
力

に
よ

り
、

最
新

の
道

交
法

等
の

研
修

会
を

R
6
.3

月
に

実
施

。
常

勤
・
非

常
勤

2
3
名

の
職

員
が

受
講

。

・
ア

ル
コ

ー
ル

チ
ェ

ッ
ク

の
記

録
に

つ
い

て
年

度
で

ま
と

め
て

法
に

則
り

1
年

間
保

管
の

徹
底

。

・
令

和
5
年

度
よ

り
、

就
労

移
行

支
援

事
業

を
秦

野
精

華
園

チ
ャ

レ
ン

ジ
セ

ン
タ

ー
に

移
し

て
運

営
を

開
始

。
・
令

和
5
年

度
6
名

の
う

ち
、

5
名

が
就

労
に

結
び

付
き

、
令

和
6
年

4
月

か
ら

は
希

望
の

丘
は

だ
の

の
生

活
訓

練
事

業
か

ら
3
名

が
移

行
予

定
。

・
地

元
団

体
と

の
協

働
運

営
で

令
和

4
年

6
月

1
日

よ
り

毎
週

水
曜

日
7
:3

0
～

8
:3

0
の

朝
食

支
援

を
開

始
。

み
ん

な
の

食
堂

と
し

て
高

齢
者

の
利

用
が

継
続

。
・
令

和
4
年

1
1
月

よ
り

月
1
回

の
火

曜
日

夕
食

支
援

の
試

行
を

開
始

し
た

。
令

和
5
年

度
夕

食
支

援
1
8
:0

0
に

つ
い

て
は

児
童

・
生

徒
を

含
め

た
家

族
利

用
が

定
着

し
第

３
火

曜
日

の
夕

支
援

は
３

０
名

程
度

の
来

店
が

継
続

。

・
朝

支
援

に
つ

い
て

は
高

齢
者

や
大

学
生

等
の

来
店

が
定

着
。

月
１

回
の

夕
支

援
に

つ
い

て
は

家
族

単
位

で
子

ど
も

た
ち

の
利

用
が

定
着

し
て

き
て

い
る

。

・
機

械
浴

７
名

の
方

が
利

用
。

・
秦

野
精

華
園

支
援

2
課

と
協

働
で

、
在

宅
利

用
者

家
族

の
レ

ス
パ

イ
ト

目
的

の
短

期
入

所
受

入
れ

を
推

進
、

5
名

の
方

の
継

続
利

用
を

定
期

化
。

・
 ひ

ま
わ

り
利

用
者

に
つ

い
て

も
、

２
名

が
見

学
か

ら
短

期
入

所
の

利
用

に
繋

が
る

。
・
主

任
会

で
検

討
し

た
短

期
入

所
に

か
か

わ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

令
和

6
年

4
月

に
実

施
予

定
。

ひ
び

た
の

展
開

は
形

と
な

っ
て

き
た

。
ひ

ま
わ

り
の

利
用

者
、

ご
家

族
の

短
期

入
所

の
定

期
利

用
継

続
が

課
題

。



（
４
）
令

和
５
年

度
事

業
計

画
取

組
状

況
（
厚

木
精

華
園

）

事
秦

厚
愛

津
番
号

重
　
　
点
　
　
施
　
　
策
　
　
名

評
価

◎
重
2
-
8

厚
木
精
華
園
に
お
け
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

●
継
続
実
施

評
価

B

　
◎

◎
重
2
-
9

厚
木
地
区
相
談
支
援
事
業
所
の
充
実
強
化
等

愛
名
と
す
り
合

わ
せ

達
成

Ａ

◎
◎

重
６

厚
木

精
華

園
の

次
期

指
定

管
理

者
募

集
提

案
に
向

け
て

C

◎
厚
１

生
活
課
運
営
体
制
の
安
定
・
充
実

Ⅽ

◎
厚
２

高
齢

化
・
重

度
化

に
対

応
し
た
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の

新
設

●
事
業
計
画
策
定

C

◎
厚
３

防
災
に
関
す
る
地
域
連
携

D

令
和

５
年

度
事

業
計

画
R
5
年

度
の

取
組

状
況

備
　
　
考

①
４
半
期
に
1
度
開
催
さ
れ
る
、
厚
木
市
第
2
層
生
活
協
議
体
や
地
域
の

介
護
フ
ェ
ス
タ
に
構
成
員
と
し
て
参
画
し
た
。

地
域
包
括
と
の
協
働
作
業
に
よ
る
地
域
支
援
5
3
件
。
8
0
5
0
問
題
で
の
精

神
障
害
者
対
応
が
9
割
。
1
割
は
障
が
い
相
談
か
ら
地
域
包
括
へ
の
つ

な
ぎ
。
地

域
生

活
継

続
支

援
中

心
に
対

応
。

　
地

域
見

守
隊

に
お
け
る
畑

作
業

を
通

じ
て
、
地

域
高

齢
者

と
G
H
利

用
者

の
共

同
作

業
に
よ
る
取

り
組

み
の

発
表

を
法

人
内

外
で
2
回

実
施

。
③
民
児
協
開
催
時
に
は
必
ず
足
を
運
び
、
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
必

要
に
応

じ
ア
ド
バ

イ
ス
を
実

施
。

①
建

設
計

画
を
R
７
年

度
か

ら
R
８
年

度
に
変

更
し
た
た
め
、
立

地
選

定
を
す
る
が
、
適
し
た
立
地
が
見
つ
か
ら
ず
継
続
し
て
選
定
す
る
。

②
既

存
日

中
支

援
型

G
H
運

営
施

設
見

学
実

施
。
、
日

中
活

動
に
つ
い

て
は

、
入

居
者

に
適

し
た
活

動
提

供
を
検

討
し
、
機

能
維

持
を
中

心
と
し

た
活
動
と
す
る
こ
と
を
確
認
。
そ
の
反
面
、
住
環
境
の
検
討
ま
で
に
は
至

ら
ず
。

　
住
環
境
に
つ
い
て
は
、
介
助
浴
施
設
導
入
は
合
意
し
て
い
る
が
、
実

態
に
つ
い
て
状

況
確

認
に
至

ら
ず
。

①
荻

野
地

区
施

設
連

絡
会

に
つ
い
て
は

、
コ
ロ
ナ
禍

の
関

係
等

に
よ
り

　
　
会
議
・
訓
練
等
開
催
さ
れ
ず
。
園
単
独
で
必
要
物
資
の
点
検
及
び

　
　
更

新
物

品
に
対

応
。

②
9
/
3
　
鳶

尾
地

区
総

合
防

災
訓

練
に
G
H
利

用
者

２
名

が
参

加
。

　
　
3
/
2
9
厚

木
市

サ
ポ
ー
ト
事

業
に
よ
り
防

災
消

耗
品

整
備

。

・
1
0
月

地
域

支
援

部
長

間
で
統

合
手

続
き
（
変

更
・
廃

止
等

届
出

書
、
運

営
規
程
、
重
説
等
書
類
作
成
）
・
厚
木
の
備
品
の
帰
属
確
認
・
事
務
所
契

約
の
確
認

・
1
1
/
8
　
理

事
会

に
て
統

合
承

認
・
1
1
/
9
　
厚
木
、
愛
名
総
務
部
長
・
地
域
支
援
部
長
で
予
算
・
人
員
配
置

の
調
整

・
2
/
2
　
厚
木
市
障
害
福
祉
課
と
次
年
度
業
務
打
合
せ

・
2
/
9
　
厚
木
、
愛
名
で
統
合
最
終
確
認
の
打
合
せ

・
2
/
1
3
　
厚
木
精
華
園
相
談
支
援
事
業
所
廃
止
届
提
出

R
5
年

度
当

初
は

「
再

指
定

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上

げ
、
検

討
を
進

め
て

い
た
が

、
県

立
障

害
者

支
援

施
設

の
今

後
の

あ
り
方

で
当

園
の

「
民

間
移

譲
」
が

決
ま
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

停
止

し
た
。
県

の
方

針
に
つ
い
て
、

利
用

者
・
家

族
・
後

見
人

等
へ

の
説

明
会

を
実

施
。
職

員
に
対

し
て
も
県

か
ら
の

説
明

を
受

け
た
。

当
園

の
役

割
や

、
地

域
生

活
移

行
支

援
の

取
組

み
等

は
情

報
を
共

有
し
な
が
ら
継
続
し
て
進
め
た
。

見
学

・
体

験
を
経

て
新

規
1
4
名

の
入

所
受

け
入

れ
を
行

っ
た
が

、
療

養
型
病
院
へ
の
移
行
や
逝
去
に
よ
る
退
所
者
が
9
名
い
た
為
、
運
営
体
制

の
安

定
ま
で
に
は

至
ら
な
か

っ
た
が

、
体

験
入

所
・
短

期
入

所
の

受
け

入
れ

を
積

極
的

に
行
い
、
前
年

度
と
比

べ
延

べ
日
数

が
3
倍

と
な
っ
た

（
5
7
2
⇒
1
7
2
3
）

日
中
の
過
ご
し
の
充
実
の
た
め
、
日
中
活
動
の
内
容
や
実
施
方
法
を
見

直
し
た
。
地
域
生
活
移
行
の
取
組
み
と
し
て
は
、
生
活
介
護
事
業
所
や

就
労

支
援

B
型

へ
の

見
学

・
体

験
を
行

な
っ
た
。

ハ
ー
ド
面
に
関
し
て
は
、
居
住
棟
の
湿
気
対
策
と
し
て
県
へ
の
調
査
依

頼
や

外
周

の
植

木
伐

採
等

の
対

策
を
取

っ
た
が

、
抜

本
的

な
改

善
ま
で

に
は

至
ら
な
か

っ
た
。

調
査

実
施

確
認

見
直

し

●
ハ
ー
ド
面
改
修
・
利
用
者
配
置
等
年
度
単
位

で
継
続
実
施



（
５
）
令

和
５
年

度
事

業
計

画
取

組
状

況
（
愛

名
や

ま
ゆ
り
園

）

事
秦

厚
愛

津
番
号

重
　
　
点
　
　
施
　
　
策
　
　
名

評
価

　
◎

◎
重
2
-
9

厚
木
地
区
相
談
支
援
事
業
所
の
充
実
強
化
等

厚
木
と
す

り
合

わ
せ

統
合

予
算

計
画

作
成

Ａ

◎
重

2
-
1
0
愛

名
や

ま
ゆ
り
園

に
お
け
る
重

度
・
重

複
障

害
等

の
専

門
的

な
支

援
と
当

事
者

目
線
の
支
援
の
取
組
み

園
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
立
ち
上

げ

Ｂ

◎
　

◎
重
６

愛
名

や
ま
ゆ
り
園

の
次

期
指

定
管

理
者

募
集

提
案

に
向

け
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
検

討

C

　
◎

愛
２

加
齢

や
障

害
の

重
度

化
に
伴

う
寮

間
移

行
・
生

活
環

境
等

の
見

直
し

C

・
外

部
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
1
0
回

（
5
/
1
7
,6
/
2
6
,7
/
1
9
,8
/
9
,9
/
2
0
,1
0
/
2
8
,1
1
/
8
,1
2
/
2
0
,1
/
1
7
,3
/
1
3
）

・
外

部
講

師
に
よ
る
強

度
行

動
障

害
等

に
関

す
る
研

修
を
4
回

（
6
/
1
4
,9
/
2
8
,1
1
/
1
6
,1
/
1
8
）
実

施
し
、
合

わ
せ

て
9
5
名

が
参

加
し
た
。

・
9
/
1
1
県

の
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
に
て
、
各

寮
の

開
錠

の
取

り
組

み
の

現
状

と
報

告
を
行

な
い
今

後
に
向

け
て
の

具
体

的
な
計

画
・
方

法
に
つ
い
て
も
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方

式
に
よ
り
継

続
実

施
。
1
個

別
支

援
計

画
、
2
住

環
境

改
善

3
意

思
決

定
支

援
等

・
地

域
生

活
移

行
推

進
、
4
強

度
行

動
障

が
い
支

援
、
5
日

中
活

動
　
と
し
、
各

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
当

事
者

目
線

の
支

援
の

取
り
組

み
を

実
践

し
た
。

・
各

課
対

応
で
あ
っ
た
日

中
活

動
を
合

同
で
行

え
る
よ
う
に
し
た
り
、
開

錠
等

に
取

り
組

ん
だ

・
県

の
ア
ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
事

業
を
利

用
し
て
３
名

の
利

用
者

を
モ
デ
ル

ケ
ー
ス

と
し
て
地

域
移

行
に
向

け
た
意

思
決

定
支

援
担

当
者

会
議

や
見

学
や

体
験

を
行

っ
た
。
寮

で
の

自
治

会
活

動
で
は

、
寮

ご
と
余

暇
活

動
の

希
望

、
食

事
、
お
や

つ
、
園
内
で
の
季
節
行
事
に
つ
い
て
の
意
見
や
希
望
が
多
く
、
支
援
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
取

組
ん
だ
他

に
、
園

全
体

の
自

治
会

の
立

ち
上

げ
に
向

け
た
支

援
を

行
い
、
３
回

開
催

し
た
。

・
上

半
期

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
立

ち
上

げ
を
準

備
し
、
内

容
検

討
を
開

始
し
た
が
、
県
の
方
向
性
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
が
進
行
し
た
こ
と
及
び
園
で

虐
待
事
件
が
発
生
し
、
再
発
防
止
策
検
討
へ
の
対
応
が
優
先
さ
れ
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

の
動

き
が

と
れ

な
か

っ
た
。

・
加

齢
や

障
害

の
重

度
化

等
に
伴

う
寮

間
移

行
に
つ
い
て
、
2
名

の
利

用
者

の
体

験
利

用
を
実

施
。

・
神

奈
川

県
の

コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
事

業
を
活

用
し
、
寮

入
口

の
開

錠
に
取

り
組
む
。

・
1
1
月

に
寮

ご
と
に
居

室
等

環
境

確
認

表
に
よ
り
確

認
実

施
。

・
デ
イ
ル

ー
ム
に
新

規
の

ソ
フ
ァ
等

購
入

す
る
等

寮
ご
と
に
環

境
改

善
に
取

り
組

む
。
ま
た
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は

次
年

度
改

修
す
る
た
め
の

準
備

に
取

り
組

む
・
利

用
者

の
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
や

外
部

事
業

所
の

見
学

を
随

時
実

施
。

令
和

５
年

度
事

業
計

画
上
半
期
の
取
組
状
況

備
　
　
考

・
1
0
月

地
域

支
援

部
長

間
で
統

合
手

続
き
（
変

更
・
廃

止
等

届
出

書
、
運

営
規
程
、
重
説
等
書
類
作
成
）
・
厚
木
の
備
品
の
帰
属
確
認
・
事
務
所
契

約
の
確
認

・
1
1
/
8
　
理

事
会

に
て
統

合
承

認
・
1
1
/
9
　
厚
木
、
愛
名
総
務
部
長
・
地
域
支
援
部
長
で
予
算
・
人
員
配
置

の
調
整

・
1
2
/
1
8
　
厚
木
市
と
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
随
時
契
約
の
打
合
せ
、

統
合

に
つ
い
て
書

類
等

確
認

を
行

う
・
1
/
1
1
　
厚
木
市
に
委
託
相
談
セ
ン
タ
ー
（
荻
野
・
睦
合
）
、
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
契
約
書
類
提
出

・
2
/
9
　
厚
木
、
愛
名
で
統
合
最
終
確
認
の
打
合
せ

・
2
/
1
3
　
指
定
申
請
、
事
業
所
変
更
申
請
書
類
提
出

・
3
月
　
契
約
者
、
関
係
機
関
へ
の
通
知

検
討

評
価

研
修

実
施

評
価

検
討

検
討

評
価

評
価



（
５
）
令

和
５
年

度
事

業
計

画
取

組
状

況
（
愛

名
や

ま
ゆ
り
園

）

事
秦

厚
愛

津
番
号

重
　
　
点
　
　
施
　
　
策
　
　
名

評
価

令
和

５
年

度
事

業
計

画
上
半
期
の
取
組
状
況

備
　
　
考

　
◎

愛
３

権
利
擁
護
を
意
識
し
た
支
援
の
専
門
職
の
育
成
と
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

Ｄ

　
　

　
◎

　
愛
５

飯
山
地
区
日
中
活
動
セ
ン
タ
ー
、
し
ら
ゆ
り
に
お
け
る
入
所
施
設
と
の
連
携
等

Ａ

　
◎

愛
６

グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
の

再
整

備
コ
コ
ホ
ー

ム
契
約
継

続
検

討

C

　
◎

愛
７

近
隣
住
民
等
を
対
象
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
と
園
情
報
発
信
の
強
化

新
規

計
画

準
備

Ｂ

　
◎

愛
８

地
域

の
防

災
力

強
化

に
向

け
た
取

組
み

Ｂ

・
コ
ロ
ナ
の

影
響

に
よ
り
納

涼
祭

、
あ
い
な
祭

り
は

縮
小

し
内

部
で
実

施
し
た
。
七
夕
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
保
育
園
児
に
よ
る
芋
掘
り

を
受

け
入

れ
た
。

・
イ
ベ
ン
ト
等

行
う
際

は
近

隣
に
チ
ラ
シ
を
ポ
ス
ト
イ
ン
し
た
り
、
直

接
伝

え
た
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

・
愛

名
自

治
会

の
夏

祭
り
へ

出
店

。
テ
ン
ト
椅

子
貸

出
、
準

備
片

付
け
等

に
協

力
し
た
。

・
虐

待
事

件
に
関

し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
詫

び
を
掲

載
し
た
。

・
水
害
時
の
一
時
的
危
難
場
所
と
し
て
の
協
力
依
頼
が
地
域
の
民
間
保

育
園

よ
り
あ
っ
た
。
県

に
相

談
し
、
令

和
５
年

1
1
月

１
日

に
覚

書
を
締

結
す
る
。

・
虐

待
防

止
計

画
に
取

り
組

む
最

中
に
も
関

わ
ら
ず
、
1
1
月

に
虐

待
事

件
が

発
生

、
以

後
2
月

ま
で
に
過

去
の

事
案

含
め
６
件

が
虐

待
認

定
さ
れ

た
。
第

一
次

改
善

計
画

を
作

成
し
再

発
防

止
に
取

り
組

み
始

め
た
。

・
毎

月
行

動
制

限
判

定
会

議
を
開

催
し
、
３
名

の
身

体
拘

束
解

除
に
向

け
た
支

援
方

法
に
つ
い
て
検

討
し
た
が

、
記

録
や

手
続

き
の

不
備

を
県

に
指

摘
さ
れ

、
改
善
に
向
け
取
り
組
み
始
め
た
。

・
今

井
支

援
改

善
担

当
理

事
1
0
/
2
6
に
来

園
。
利

用
者

支
援

の
更

な
る
改

善
に

向
け
て
、
現

場
に
立

ち
入

り
、
身

体
拘

束
の

更
な
る
解

除
等

に
つ
い
て
職

員
と
意

見
交

換
。
1
1
/
2
2
来

園
、
虐

待
事

件
の

概
要

説
明

。
意

見
い
た
だ
く
。

・
外

部
コ
ン
サ

ル
テ
ー
シ
ョ
ン
1
0
回

（
5
/
1
7
,6
/
2
6
,7
/
1
9
,8
/
9
,9
/
2
0
,1
0
/
2
8
,1
1
/
8
,1
2
/
2
0
,1
/
1
7
,3
/
1
3
）

・
外

部
講

師
に
よ
る
強

度
行

動
障

害
等

に
関

す
る
研

修
を
4
回

（
6
/
1
4
,9
/
2
8
,1
1
/
1
6
,1
/
1
8
）
実

施
し
、
合

わ
せ

て
9
5
名

が
参

加
し
た
。

・
園

入
所

者
１
名

が
飯

山
を
通

所
利

用
継

続
。

・
飯

山
に
つ
い
て
は

1
0
月

、
2
月

に
厚

木
精

華
園

入
所

利
用

者
2
名

体
験

利
用

し
、
そ
の

後
利

用
に
つ
な
が

る
・
し
ら
ゆ
り
に
つ
い
て
は

受
入

れ
可

だ
が

応
募

者
な
し

・
コ
コ
ホ
ー
ム
再

整
備

に
つ
い
て
は

資
材

の
高

騰
等

で
見

送
り
と
な
る

が
、
1
/
1
1
総
務
部
長
、
地
域
支
援
部
長
で
不
動
産
会
社
訪
問
し
新
た
な

グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
構

想
を
伝

え
今

後
に
向

け
て
相

談
し
た

・
2
月

、
3
月

愛
名

や
ま
ゆ
り
園

入
所

利
用

者
の

見
学

、
日

帰
り
体

験
あ
り

・
1
1
/
3
0
女
性
利
用
者
1
名
高
齢
施
設
へ
移
行
（
本
人
希
望
に
よ
る
）

実
施

検
討

評
価

検
討

評
価

検
討

検
討

検
討

評
価

虐
待

事

件
発

生
改

善
計

画
作

成



（
６

）
令

和
５

年
度

事
業

計
画

取
組

状
況

（
津

久
井

や
ま

ゆ
り

園
）

事
秦

厚
愛

津
芹

番
号

重
　

　
点

　
　

施
　

　
策

　
　

名
評

価

　
◎

重
1
-
8

津
久

井
や

ま
ゆ

り
園

に
お

け
る

事
故

不
祥

事
へ

の
対

応
と

組
織

活
性

化
へ

の
取

組
み

B

　
◎

重
2
-
1
0

津
久

井
や

ま
ゆ

り
園

に
お

け
る

当
事

者
目

線
に

よ
る

意
思

決
定

支
援

の
推

進
A

　
◎

重
2
-
1
1

津
久

井
や

ま
ゆ

り
園

に
お

け
る

地
域

生
活

移
行

の
推

進
と

入
所

施
設

の
機

能
の

分
散

化
A

令
和

５
年

度
事

業
計

画
令

和
５

年
度

の
取

組
状

況
備

　
　

考
①

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
充

実
・
強

化
　

・
事

故
不

祥
事

研
修

の
実

施
、

事
故

不
祥

事
防

止
と

早
期

発
見

を
周

知
徹

底
。

  
・
園

内
で

発
生

し
た

事
故

案
件

に
つ

い
て

は
、

毎
月

一
回

開
催

す
る

園
の

運
営

会
議

に
　

 お
い

て
事

故
報

告
書

に
基

づ
き

担
当

課
長

よ
り

報
告

を
行

い
、

事
故

内
容

の
検

証
と

  
  

再
発

防
止

対
策

を
検

討
し

た
。

　
・
園

長
か

ら
レ

イ
ン

ボ
ー

ネ
ッ

ト
園

内
お

知
ら

せ
機

能
を

使
用

し
て

、
虐

待
や

不
祥

事
故

　
  

等
に

係
る

ニ
ュ

ー
ス

記
事

を
職

員
へ

周
知

。
ま

た
重

大
な

事
故

等
に

つ
い

て
は

、
園

　
  

の
運

営
会

議
や

全
体

職
員

会
議

等
で

確
認

し
た

。
②

５
S
活

動
・
風

通
し

の
良

い
職

場
づ

く
り

　
・
令

和
３

年
度

と
４

年
度

に
取

り
組

ん
だ

「
組

織
活

性
化

の
た

め
の

５
Ｓ

活
動

」
の

成
果

  
  
を

基
に

、
「
明

日
づ

く
り

委
員

会
」
を

中
心

に
検

討
を

行
い

、
整

理
、

整
頓

、
清

掃
、

清
潔

、
　

  
し

つ
け

を
通

じ
て

、
職

場
の

抱
え

る
課

題
を

解
決

す
る

た
め

、
職

員
の

意
識

を
変

え
、

　
 行

動
変

容
を

促
し

た
。

①
意

思
決

定
支

援
の

継
続

的
な

推
進

  
・
令

和
５

年
度

よ
り

、
法

人
統

括
管

理
室

に
意

思
決

定
推

進
担

当
部

長
と

４
人

の
専

従
　

  
組

織
を

設
け

、
各

園
と

の
兼

務
配

置
を

行
い

、
法

人
と

各
園

が
連

携
し

て
推

進
で

き
る

  
  

体
制

を
構

築
し

た
。

  
・
当

園
で

は
地

域
サ

ー
ビ

ス
課

に
意

思
決

定
支

援
推

進
担

当
職

員
を

兼
務

配
置

し
、

　
 利

用
者

の
意

思
決

定
支

援
と

地
域

生
活

移
行

の
推

進
に

努
め

た
。

  
・
令

和
４

年
度

末
で

津
久

井
や

ま
ゆ

り
園

再
生

基
本

構
想

に
基

づ
い

た
意

思
決

定
支

援
　

  
は

終
了

し
た

が
、

園
内

に
主

任
級

以
上

の
職

員
が

参
加

す
る

意
思

決
定

支
援

プ
ロ

　
　

ジ
ェ

ク
ト

委
員

会
を

設
置

。
S
D

M
‐
J
ap

an
（
日

本
意

思
決

定
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）
の

協
  
  
力

を
受

け
な

が
ら

、
個

別
支

援
計

画
書

へ
の

意
思

決
定

支
援

の
位

置
づ

け
と

、
関

連
  

  
書

式
の

整
理

を
検

討
し

た
。

　
・
意

思
決

定
支

援
の

担
当

者
会

議
で

は
、

ご
本

人
の

望
む

生
活

の
進

捗
状

況
及

び
今

　
  
後

の
確

認
を

行
い

、
そ

の
後

、
グ

ル
ー

プ
会

議
や

生
活

課
会

議
等

に
て

更
な

る
支

援
  

  
の

確
認

と
検

討
を

行
っ

た
。

　
・
グ

ル
ー

プ
会

議
や

生
活

課
会

議
等

で
は

、
必

要
に

よ
り

心
理

担
当

の
出

席
や

事
前

に
　

  
看

護
課

職
員

か
ら

助
言

を
受

け
る

な
ど

、
多

職
種

に
よ

る
検

討
に

取
組

ん
だ

。
②

利
用

者
の

園
運

営
へ

の
参

画
　

・
ピ

ザ
の

会
（
利

用
者

自
治

会
）
活

動
支

援
の

充
実

、
納

涼
祭

実
行

委
員

会
及

び
ハ

ッ
  

  
ピ

ー
ハ

ロ
ウ

ィ
ン

in
ま

つ
り

だ
や

ま
ゆ

り
実

行
委

員
会

へ
ピ

ザ
の

会
役

員
が

参
加

し
た

。
　

・
利

用
者

が
園

運
営

会
議

に
参

加
し

、
議

題
等

に
つ

い
て

説
明

し
た

後
、

参
加

利
用

者
　

  
か

ら
意

見
等

を
伺

っ
た

。
　

・
利

用
者

か
ら

園
長

と
食

事
が

し
た

い
と

の
提

案
を

受
け

、
園

長
と

の
茶

話
会

を
適

宜
  
  
開

催
し

た
。

園
長

室
に

少
人

数
の

利
用

者
を

お
誘

い
し

て
、

思
い

や
願

い
を

園
長

が
　

  
直

接
伺

っ
た

。

・
意

思
決

定
支

援
推

進
担

当
職

員
の

兼
務

配
置

・
意

思
決

定
支

援
の

継
続

・
個

別
支

援
計

画
の

充
実

・
利

用
者

自
ら

の
意

思
が

反
映

さ
れ

た
生

活
の

実
現 ・
利

用
者

か
ら

の
意

見
を

園
運

営
に

反
映

①
地

域
生

活
移

行
の

推
進

　
・
市

内
の

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
へ

移
行

さ
れ

た
利

用
者

２
人

　
・
チ

ャ
レ

ン
ジ

活
動

の
取

組
、

事
前

の
情

報
提

供
、

計
画

の
策

定
と

実
施

。
  
  
 〇

Ｇ
Ｈ

見
学

 ：
９

回
  
  
 〇

Ｇ
Ｈ

体
験

 ：
９

回
  
  
 〇

生
活

介
護

事
業

所
見

学
：
９

回
　

　
〇

生
活

介
護

事
業

所
体

験
：
1
1
回

　
　

〇
相

模
湖

地
区

社
協

ち
ょ

こ
っ

と
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
契

約
数

６
件

：
実

績
1
5
件

  
  

 〇
地

域
貢

献
（
チ

ラ
シ

配
り

）
：
３

回
　

　
〇

地
区

総
合

防
災

訓
練

：
２

回
　

　
〇

津
久

井
支

援
学

校
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
畑

清
掃

：
２

回
　

　
〇

千
木

良
地

区
運

動
会

：
８

件
　

　
〇

相
模

湖
地

区
社

協
福

祉
の

つ
ど

い
：
２

件
　

　
〇

音
楽

教
室

へ
の

参
加

（
地

域
資

源
の

活
用

）
：
３

件
　

　
〇

ち
ょ

こ
ボ

ラ
サ

ポ
ー

タ
ー

交
流

会
：
１

件
  
 　

※
全

て
延

数
②

入
所

施
設

機
能

の
分

散
化

　
・
入

所
利

用
者

の
外

部
に

あ
る

生
活

介
護

事
業

所
等

を
1
0
人

が
利

用
し

た
。

　
・
在

宅
障

が
い

者
等

の
生

活
介

護
（
通

所
）
の

積
極

的
な

受
入

れ
。

契
約

者
は

1
0
人

。

・
利

用
者

の
地

域
社

会
と

の
関

わ
り

・
入

所
施

設
機

能
の

実
質

的
な

「
昼

夜
分

離
」

実
施

評
価

５
S活

動
・
風

通
し

の
良

い
職

場
作

り

ﾘ
ｽ

ｸ
ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ充

実
・
強

化

実
施

評
価

意
思

決
定

支
援

の
推

進

実
施

評
価

地
域

生
活

移
行

の
推

進

実
施

評
価

入
所

施
設

機
能

の
分

散
化

実
施

評
価

通
所

事
業

所
等

へ
の

移
行

ﾁ
ｬ
ﾚ
ﾝ
ｼ
ﾞ活

動
開

始

利
用

者
の

園
運

営
へ

の
参

画

実
施

評
価



（
６

）
令

和
５

年
度

事
業

計
画

取
組

状
況

（
津

久
井

や
ま

ゆ
り

園
）

事
秦

厚
愛

津
芹

番
号

重
　

　
点

　
　

施
　

　
策

　
　

名
評

価
令

和
５

年
度

事
業

計
画

令
和

５
年

度
の

取
組

状
況

備
　

　
考

　
◎

重
2
-
1
2

津
久

井
や

ま
ゆ

り
園

に
お

け
る

権
利

擁
護

の
推

進
と

身
体

拘
束

及
び

虐
待

の
防

止
A

　
◎

重
2
-
1
3

津
久

井
や

ま
ゆ

り
園

に
お

け
る

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
事

業
の

再
整

備
D

　
◎

重
2
-
1
4

津
久

井
や

ま
ゆ

り
園

に
お

け
る

直
営

施
設

の
再

整
備

B

　
◎

津
１

津
久

井
や

ま
ゆ

り
園

の
円

滑
な

運
営

B

　
◎

津
７

「
と

も
に

生
き

る
社

会
か

な
が

わ
憲

章
」
の

普
及

啓
発

、
福

祉
教

育
へ

の
貢

献
A

①
権

利
擁

護
の

推
進

、
身

体
拘

束
及

び
虐

待
の

防
止

　
・
虐

待
防

止
研

修
の

実
施

、
行

動
制

限
判

定
会

議
及

び
虐

待
防

止
委

員
会

を
開

催
し

た
。

②
利

用
者

支
援

評
価

委
員

会
の

開
催

　
・
1
0
月

と
３

月
に

委
員

会
を

開
催

。
第

三
者

委
員

、
オ

ン
ブ

ズ
マ

ン
、

み
ど

り
会

役
員

が
　

  
委

員
と

し
て

参
加

。
園

の
支

援
に

関
す

る
取

組
み

に
つ

い
て

報
告

を
行

い
、

意
見

や
　

  
ア

ド
バ

イ
ス

を
伺

っ
た

。

・
身

体
拘

束
0
に

向
け

た
取

組
の

推
進

・
虐

待
の

根
絶

と
迅

速
な

対
応

の
徹

底

①
新

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

開
設

　
・
津

久
井

や
ま

ゆ
り

園
利

用
者

の
地

域
生

活
移

行
の

受
け

皿
と

な
る

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
を

　
  

令
和

７
年

度
中

に
建

物
完

成
、

令
和

８
年

度
当

初
に

開
設

を
目

指
す

。

・
園

利
用

者
の

地
域

生
活

移
行

の
受

け
皿

と
な

る
施

設
を

整
備

・
支

援
者

の
確

保
が

課
題

①
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

み
ら

い
の

あ
り

方
検

討
。

　
・
継

続
性

の
あ

る
事

業
の

あ
り

方
を

検
討

し
た

。
②

生
活

介
護

事
業

所
フ

ァ
ン

フ
ァ

ン
の

従
た

る
事

業
所

開
設

　
・
津

久
井

や
ま

ゆ
り

園
利

用
者

の
地

域
生

活
移

行
の

受
け

皿
と

な
る

生
活

介
護

従
た

る
　

 事
業

所
の

開
設

に
向

け
て

検
討

し
た

。

・
各

直
営

事
業

の
安

定
運

営
を

目
指

す
・
園

利
用

者
の

地
域

生
活

移
行

の
受

け
皿

と
な

る
施

設
を

整
備

①
令

和
５

年
度

以
降

の
指

定
管

理
期

間
に

向
け

た
取

組
　

・
更

な
る

園
の

円
滑

な
運

営
と

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

目
指

す
た

め
、

主
任

級
以

上
　

 の
職

員
が

参
加

す
る

当
事

者
目

線
の

支
援

会
議

を
設

置
。

各
部

会
に

分
か

れ
て

課
題

　
 の

検
証

と
今

後
の

取
組

み
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

　
　

〇
意

思
決

定
支

援
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
委

員
会

（
チ

ャ
レ

ン
ジ

活
動

・
地

域
生

活
移

行
）

　
　

〇
個

別
支

援
計

画
（
運

用
・
管

理
）

　
　

〇
日

中
活

動
（
日

中
活

動
の

充
実

、
在

宅
通

所
利

用
者

受
入

れ
）

②
み

ど
り

会
（
家

族
会

）
・
後

援
会

と
の

更
な

る
連

携
強

化
　

・
園

か
ら

み
ど

り
会

へ
の

積
極

的
な

情
報

発
信

と
役

員
と

の
連

携
を

強
化

。
ま

た
、

納
涼

　
  

祭
実

行
委

員
会

及
び

ハ
ッ

ピ
ー

ハ
ロ

ウ
ィ

ン
in

ま
つ

り
だ

や
ま

ゆ
り

実
行

委
員

会
へ

み
  

  
ど

り
会

役
員

が
参

加
し

た
。

  
・
後

援
会

か
ら

は
、

園
や

各
事

業
所

で
行

う
行

事
費

用
へ

の
助

成
や

地
域

と
の

交
流

費
用

　
  

に
対

し
て

助
成

を
受

け
た

。
ま

た
津

久
井

や
ま

ゆ
り

園
事

件
に

係
る

追
悼

行
事

等
に

つ
い

　
　

て
供

花
代

等
の

助
成

を
受

け
た

。

・
県

に
提

案
し

た
事

業
計

画
の

具
現

化
・
み

ど
り

会
（
家

族
会

）
及

び
後

援
会

と
の

密
な

連
携 ・
ご

家
族

か
ら

の
意

見
を

園
運

営
に

反
映

①
と

も
に

生
き

る
社

会
か

な
が

わ
憲

章
の

普
及

啓
発

、
福

祉
教

育
へ

の
貢

献
　

・
県

職
員

や
相

模
原

市
教

職
員

、
他

法
人

職
員

を
対

象
と

し
た

園
長

に
よ

る
講

演
を

計
1
1

　
  

回
開

催
し

た
。

　
・
市

社
協

と
連

携
し

、
市

内
中

学
校

の
教

職
員

を
対

象
と

し
た

園
長

に
よ

る
「
み

ん
な

い
い

  
  

ひ
と

体
験

講
座

」
（
福

祉
講

座
）
を

計
３

回
開

催
し

た
。

　
・
千

木
良

小
学

校
と

交
流

を
深

め
た

。
（
ポ

ニ
ー

乗
馬

体
験

、
ク

リ
ス

マ
ス

コ
ン

サ
ー

ト
、

　
 か

か
し

座
、

福
祉

教
室

）
　

・
津

久
井

支
援

学
校

と
交

流
を

深
め

た
。

（
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
畑

の
管

理
、

相
模

湖
公

園
の

清
掃

）
②

見
学

者
の

積
極

的
な

受
入

れ
　

・
施

設
職

員
や

民
生

委
員

等
に

よ
る

団
体

の
施

設
見

学
を

計
2
5
回

受
入

れ
た

。
見

学
者

の
　

  
延

べ
人

数
は

1
,5

9
7
人

達
成

権
利

擁
護

の
推

進
、

身
体

拘
束

及
び

虐

待
の

防
止

実
施

評
価

利
用

者
支

援
評

価
委

員
会

の
開

催

10
月

・3
月

開
催

新
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟﾎ

ｰ
ﾑ

の
開

設

講
演

会
の

実
施

、
見

学
者

の
受

入
れ

実
施

評
価

令
和

５
年

度
以

降
に

向
け

た

更
な

る
園

の
円

滑
な

運
営

と

支
援

ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞｽ

の
向

上

実
施

放
課

後
等

ﾃ
ﾞｲ

ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞｽ

事
業

所
み

ら
い

の

あ
り

方
検

討

ﾌ
ｧ
ﾝ
ﾌ
ｧ
ﾝ
生

活
介

護
従

た
る

事
業

所
開

設

検
討

・
準

備

検
討

・
準

備

検
討

・
準

備

実
施

評
価



（
６

）
令

和
５

年
度

事
業

計
画

取
組

状
況

（
津

久
井

や
ま

ゆ
り

園
）

事
秦

厚
愛

津
芹

番
号

重
　

　
点

　
　

施
　

　
策

　
　

名
評

価
令

和
５

年
度

事
業

計
画

令
和

５
年

度
の

取
組

状
況

備
　

　
考

　
◎

津
８

開
か

れ
た

施
設

づ
く
り

と
地

域
貢

献
A

　
◎

津
1
0

防
災

・
防

犯
対

策
、

感
染

症
対

策
の

強
化

B

①
地

域
交

流
　

・
柳

馬
場

自
治

会
清

掃
へ

参
加

し
た

。
（
年

６
回

）
　

・
６

月
に

「
に

じ
い

ろ
で

G
O

」
と

の
交

流
会

を
開

催
し

た
。

　
・
６

月
に

第
８

回
「
三

ヶ
木

ほ
た

る
祭

り
」
へ

参
加

し
た

。
　

・
８

月
に

千
木

良
地

区
納

涼
祭

へ
参

加
し

た
。

　
・
８

月
に

千
木

良
中

央
こ

ど
も

神
輿

が
来

園
し

交
流

し
た

。
　

・
８

月
に

柳
馬

場
こ

ど
も

神
輿

が
来

園
し

交
流

し
た

。
ま

た
月

読
神

社
祭

へ
出

店
し

た
。

　
・
９

月
に

鎌
倉

女
子

大
学

佐
藤

ゼ
ミ

と
の

交
流

会
を

開
催

し
た

。
　

・
1
0
月

に
千

木
良

地
区

運
動

会
へ

参
加

し
た

。
　

・
1
1
月

に
芹

が
谷

や
ま

ゆ
り

園
「
せ

り
や

ま
フ

ェ
ス

2
0
2
3
」
へ

出
店

と
利

用
者

が
参

加
し

た
。

　
・
津

久
井

支
援

学
校

と
の

交
流

（
ブ

ル
ー

ベ
リ

ー
畑

の
管

理
、

相
模

湖
公

園
の

清
掃

）
　

・
す

こ
や

か
サ

ー
ビ

ス
（
地

域
事

業
所

向
け

の
普

通
救

命
講

習
）
を

実
施

し
た

。
（
年

1
3
回

）
　

・
相

模
湖

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
「
ち

ょ
こ

っ
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

」
を

受
入

れ
、

利
用

者
　

 の
散

歩
の

付
添

い
な

ど
に

協
力

頂
い

た
。

②
地

域
貢

献
　

・
相

模
原

市
役

所
で

の
事

業
所

販
売

会
に

出
店

し
た

。
　

・
相

模
湖

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
主

催
「
福

祉
の

つ
ど

い
」
に

出
店

し
た

。
　

・
相

模
湖

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
「
ち

ょ
こ

っ
と

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

」
活

動
に

協
力

し
た

。
　

・
地

域
の

皆
様

に
「
地

域
交

流
ゾ

ー
ン

」
を

ご
利

用
い

た
だ

け
る

よ
う

施
設

を
開

放
し

た
。

　
・
1
0
月

よ
り

神
奈

川
県

社
会

福
祉

協
議

会
「
か

な
が

わ
ラ

イ
フ

サ
ポ

ー
ト

事
業

」
を

開
始

、
　

　
生

活
に

困
難

を
き

た
し

て
い

る
援

護
を

要
す

る
方

々
に

対
し

て
支

援
を

実
施

し
た

。

①
防

災
・
防

犯
対

策
　

・
４

月
に

新
採

用
異

動
職

員
を

対
象

と
し

た
消

防
設

備
・
防

犯
設

備
の

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

　
  

ン
を

実
施

し
た

。
　

・
防

災
訓

練
は

、
火

災
想

定
訓

練
を

年
７

回
、

地
震

想
定

訓
練

を
年

５
回

実
施

し
た

。
　

・
1
0
月

に
千

木
良

地
区

防
災

訓
練

に
園

及
び

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

利
用

者
・
職

員
が

参
加

　
　

し
た

。
　

・
防

犯
訓

練
は

、
1
0
月

に
相

模
原

市
役

所
の

交
通

・
地

域
安

全
課

へ
講

師
を

依
頼

し
、

　
　

不
審

者
へ

の
対

応
と

さ
す

ま
た

の
使

用
方

法
と

暴
漢

か
ら

の
離

脱
方

法
等

を
学

ん
だ

。
　

　
ま

た
1
1
月

の
法

人
総

合
防

災
防

犯
訓

で
は

津
久

井
警

察
署

へ
講

師
を

依
頼

し
、

不
審

者
　

　
対

応
訓

練
に

お
け

る
検

証
と

助
言

を
受

け
た

。
②

感
染

症
対

策
　

・
新

型
コ

ロ
ナ

ワ
ク

チ
ン

接
種

や
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ワ
ク

チ
ン

接
種

は
、

当
園

診
療

所
で

利
  

  
用

者
・
職

員
を

対
象

に
実

施
し

た
。

ま
た

外
部

事
業

所
を

利
用

す
る

在
宅

障
が

い
児

者
に

  
  

対
し

て
ワ

ク
チ

ン
接

種
を

実
施

し
た

。
　

・
園

内
感

染
防

止
対

策
の

取
組

み
と

し
て

、
健

康
食

生
活

安
全

委
員

会
に

お
い

て
感

染
　

  
症

グ
ッ

ズ
の

用
意

や
感

染
症

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

配
布

を
行

い
、

職
員

の
意

識
づ

け
を

  
  

実
施

し
た

。
ま

た
感

染
症

の
予

防
物

品
を

定
期

的
に

確
認

、
そ

の
後

補
充

す
る

こ
と

で
、

　
  

夜
間

や
休

日
で

も
物

品
の

不
足

か
ら

く
る

蔓
延

を
防

げ
る

よ
う

な
対

策
を

実
施

し
た

。

地
域

交
流

実
施

評
価

実
施

評
価

防
災

・
防

犯
対

策

感
染

防
止

対
策

実
施

評
価

地
域

貢
献

実
施

評
価



３ 基本施策の取組状況 

 

（１）法人全体 

①理事会・評議員会の開催状況 

 

回 
会議名 日時 場所 決議事項・協議事項 

理 評 

１  令和５年６月理事

会 

令和５年６月７日 

13：00～15：00 

希望の丘はだの

地域交流ホール 

会議室 

（オンライン併

用） 

＜報告事項＞ 

１ 身体拘束実施・改善取組状況 

２ 愛名やまゆり園への随時モニ

タリングの県結果と対応につい

て 

３ 津久井やまゆり園の指定管理

費の返還について 

＜決議事項＞ 

１ 令和４年度事業報告（案） 

２ 令和４年度決算（案）及び監査

報告 

３ 役員候補者の提案 

４ 会計監査人の再任及び報酬 

５ 津久井やまゆり園における「か

ながわライフサポート事業」の実

施について 

６ 諸規程の一部改正 

７ 令和５年度資金収支第１次補

正予算（案） 

８ 令和５年７月１日付け幹部職

員の人事異動等 

９ 定時評議員会の開催 

 1 令和５年定時評議

員会 

令和５年６月 28 日 

10：00～12：00 

秦野精華園 

会議室 

（オンライン併

用） 

＜報告事項＞ 

１ 令和４年度事業報告（案） 

２ 令和４年度決算（案）及び監査

報告 

３ 身体拘束実施・改善取組状況  

４ 愛名やまゆり園への随時モニ

タリング結果と対応 

５ 津久井やまゆり園の指定管理

料の返還 



回 
会議名 日時 場所 決議事項・協議事項 

理 評 

６ 津久井やまゆり園の管理に関

する基本協定の締結 

７ 津久井やまゆり園における「か

ながわライフサポート事業」の実

施 
８ 令和５年７月１日付け幹部職

員の人事異動等 

＜決議事項＞ 

１ 役員の選任 

２ 令和５年度資金収支第１次補

正予算（案） 

２  令和５年６月臨時

理事会 

令和５年６月 28 日 

12：00～12：15 

秦野精華園 

会議室 

（オンライン併

用） 

＜決議事項＞ 

１ 理事長、常務理事及び

支援改善担当理事の選定 

２ 評議員選任・解任委員

の選任 

３  令和５年９月臨時

理事会 

令和５年９月７日 

13：30～14：30 

秦野精華園 

会議室 

（オンライン併

用） 

＜報告及び協議事項＞ 

１ 厚木精華園の利用者虐

待及び県の随時モニタリン

グ、並びに改善計画 

４  令和５年 11 月臨時

理事会 

令和５年 11 月５日 

16：00～17：00 

秦野精華園 

会議室 

（オンライン併

用） 

＜報告事項＞ 

１ 愛名やまゆり園職員の

利用者への暴力による逮捕 
２ 愛名やまゆり園職員の

利用者への暴力による逮捕

に係る当面の対応方針

（案） 

５  令和５年 11 月理事

会 

令和５年 11 月８日 

10：00～12：00 

秦野精華園 

会議室 

（オンライン併

用） 

＜報告事項＞ 

１ 令和５年度事業計画の上半期

の取組状況 
２ 厚木精華園の利用者虐待に係

る改善計画等 
３ 秦野精華園秦野市障害者日中

サービスセンターにおける虐待 
４ 「身体拘束等行動制限をしない

為の指針」の制定及び身体拘束等

行動制限取扱要領の一部改正 

５ かながわ共同会人権フォーラ

ム2023の開催 



回 
会議名 日時 場所 決議事項・協議事項 

理 評 

６ 県立障害者支援施設の方向  

＜決議事項＞ 

１ 評議員候補者の推薦 
２ 評議員選任・解任委員会の開催 
３ 役員賠償責任保険契約の締結 

４ 津久井やまゆり園の管理に関

する基本協定の変更 

５ 厚木精華園及び愛名やまゆり

園の相談支援事業所の統合 

６ 諸規程の一部改正について 

７ 令和５年11月評議員会の開催 

 ２ 令和５年 11 月評議

員会 

令和５年 11月 28日 

15：00～17：00 

秦野精華園 

会議室 

（オンライン併

用） 

＜報告事項＞ 

１ 愛名やまゆり園職員の

利用者への暴力による逮捕 

２ 厚木精華園の利用者虐待及び

県の随時モニタリング、並びに改

善計画等 

３ 秦野精華園秦野市障害者日中

サービスセンターにおける虐待 
４ 令和５年度事業計画の上

半期の取組状況 

５ 津久井やまゆり園の管理に関

する基本協定の変更 

６ 「身体拘束等行動制限をしな

い為の指針」の制定及び身体拘束

等行動制限取扱要領の一部改正 

７ かながわ共同会人権フ

ォーラム 2023 の開催 

８ 県立障害者支援施設の方向 
＜決議事項＞ 

厚木精華園及び愛名やまゆり園の

相談支援事業所の統合 

６  理事会報告 令和５年 12月 14日 書面報告 ＜報告事項＞ 

１ 愛名やまゆり園利用者への暴

力事案検証委員会の設置 

７  令和５年 12 月臨時

理事会 

令和５年 12月 21日 

14：00～15：00 

希望の丘はだの

地域交流ホール 

（オンライン併

用） 

＜決議事項＞ 

１ 愛名やまゆり園生活１課にお

ける利用者虐待事案 



回 
会議名 日時 場所 決議事項・協議事項 

理 評 

８  令和６年２月臨時

理事会 

令和６年２月 27 日 

16：00～17：00 

秦野精華園 

会議室 

（オンライン併

用） 

＜決議事項＞ 

１ 監査の実施結果 

 

９  令和６年３月理事

会 

令和６年３月７日 

13：00～15：00 

希望の丘はだの

地域交流ホール 

（オンライン併

用） 

＜報告事項＞ 

１ 愛名やまゆり園元職員による

利用者虐待 

２ 障がい者相談支援事業受託料

に係る消費税修正申告による追

加納付 

３ 令和６年４月１日付け幹部職

員の人事異動等 

＜決議事項＞ 

１ 津久井やまゆり園、芹が谷やま

ゆり園、愛名やまゆり園及び厚木

精華園の指定管理料の返還に係

る協定の締結について 

２ 令和５年度資金収支第２次補

正予算（案） 

３ 令和６年度事業計画（案）及び

令和６年度資金収支当初予算

（案） 

３ 諸規程の制定及び一部改正 
４ 令和６年３月評議員会の開催 

 ３ 令和６年３月評議

員会 

令和６年３月 26 日 

15：00～17：00 

秦野精華園 

会議室 

（オンライン併

用） 

＜報告事項＞ 

１ 監査の実施結果（愛名や

まゆり園虐待事案） 

２ 津久井やまゆり園、芹が谷やま

ゆり園、愛名やまゆり園及び厚木

精華園の指定管理料の返還に係

る協定の締結 

３ 障がい者相談支援事業受託料

に係る消費税修正申告による追

加納付 

４ 令和６年４月１日付け幹

部職員の人事異動等につ

いて 

＜決議事項＞ 

１ 令和５年度資金収支第２次補

正予算（案） 

２ 令和６年度事業計画（案）及び

令和６年度資金収支当初予算（案） 

 

 

 

 



②施設・設備整備等 

 

ア 秦野精華園 

 法人施行 
居住棟 1.2 階錠前交換 
直居住棟・ひびたオペレーター修繕 
外部汚水配管つまり修繕 
居住棟オペレーター修繕 
排煙濃度計修繕 
扉修繕 
居住棟 1 階居室レール交換 
通所食堂水栓修繕 
居住棟 2 階洗面所修繕 
居住棟 2 階居室扉主膳 
各所水回り修繕 

裏門センサー配管修繕 
 

イ 希望の丘はだの 

 法人施行 

屋上給湯器修繕 

 

ウ 厚木精華園  
法人施行 県施工 

管理棟地階調理室プレハブ冷蔵庫サイクル

交換工事 
管理棟 3 階・地階及び体育館ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆﾂﾄ他 

空調機更新 
浄化槽フロートスイッチ交換 受変電設備更新工事 

居住棟 2 階ドアハンドル修理工事 直流電源装置更新工事 

敷地内立木剪定作業 （以下、余白） 

居住棟 1 階 トイレ修繕工事  

管理棟地階空調機ベルト交換工事  

管理棟 1 階配膳室排水管工事  
管理棟１階・居住棟 1 階ガス乾燥機更新  
管理棟地階排気ファン修理工事  

管理棟地階オイルギアポンプ交換工事  

管理棟地階調理室ガス立体炊飯器更新  
管理棟 2階サーバー修理  
温冷配膳車ドア修理  

管理棟地階給湯循環ポンプ修繕  



エ 愛名やまゆり園 

法人施行 県施工 

生活２課みずも寮 トイレ配管工事 冷却設備更新工事 

生活１課 機械浴ストレッチャー修繕 給湯循環ポンプ更新工事 

蒸気ヘッダーバルブ修繕 和便器から洋便器への交換工事 

消防設備更新工事 見守りカメラ機能拡張工事 

生活２課みずも寮 天井リフト修繕工事 （以下、余白） 

自動血球計数 CRP 測定装置修繕  

生活１課こだま寮 トイレ詰まり除去工事  

生活２課せせらぎ寮 トイレ詰まり除去工事  

歯科 診察台修繕工事  

プレイルーム 壁紙貼替工事  

ボイラーマグネットスイッチ等修繕工事  

地域サービス棟 電気温水器修繕  

WiFi 拡張工事  

 

オ 津久井やまゆり園 

法人施行 県施工 

生活 1課 はくちょう ガラス交換 6 箇所 生活 1課 はくちょう 居室修繕工事 

厨房棟 水栓交換 生活 1課 ひばり   居室修繕工事 
防犯カメラレコーダー交換 （以下、余白） 

管理棟トイレ ガラス交換  

冷温水ポンプ グランドパッキン交換  

生活 1課 支援室 ドアノブ交換  

生活 3課 めじろ 前室 扉交換  

管理棟 活動室 ガラス交換  

生活 1課 はくちょう 食堂造り付け棚修繕  

生活 1課 はくちょう 食堂壁修繕  

生活 1課 はくちょう リビング壁修繕  

 



③人権目標と取組内容 

 ※法人人権委員会の主導により、令和５年度は人権自己チェックリストを６～７月に実施

した。実施結果を踏まえて重点的に取組みが必要な項目等を報告し、各園の委員会で人権

目標の変更、付け足し等を行い、意識の改善、実行等を促した。（令和 5 年度 2 回目の人権

自己チェックリストは、「虐待（暴力）行為にかかる支援の振り返り調査」を法人全体で実

施したことにより、実施を見送。） 

 

●人権委員会・虐待防止委員会等の開催 

 人権委員会、利用者自治会 虐待防止委員会 

法人 人権委員会         4 回 － 

秦野・ 

希望 

人権研修委員会       6 回 

利用者自治会        6 回 

12 回 

厚木 人権委員会        12 回 

利用者自治会       12 回 

オンブズマン相談会    12 回 

12 回 

愛名 人権推進委員会      12 回 

オンブズマン相談会    10 回 

15 回 

津久井 あおぞら委員会      11 回 

利用者自治会       12 回 

12 回 

 

ア 秦野精華園・希望の丘はだの 

年月 月間目標 取組内容 

令和５年 

４月 

明るい挨拶・丁寧な言葉遣い

をしよう 

 

・丁寧な言葉遣いはもちろんのこと、「相手に伝わ

るように話すこと」を心がけました。 

・相手の目をみて笑顔で挨拶をするように心掛けま

した。 

・丁寧な言葉遣い、プラスの言葉かけは相手を尊重

していることになると思い、心がけています。 

 

５月 

６月 ていねいなことばがけをここ

ろがけよう 

 

・今後も丁寧な言葉掛けをこころがけたいです。声

のトーンや表情なども気を付けたいと思いました。 

・丁寧な言葉遣いを意識しましたが、その時によっ

ては声のトーンが大きくなってしまうことがあり

ました。 

７月 

８月 利用者さんの良さ（良いとこ

ろ）を見つけよう 
・沢山コミュニケーションを取ることで新たな一面

が見えたり、情緒を乱している利用者を気にしてく



年月 月間目標 取組内容 

９月 れたり、またそれを職員間で共有することでまた違

った一面がわかったりいいことづくめでした。 

・一見、「問題行動」と思われたことも、見方を変

えると、それが本人の「良いところ（＝ストレング

ス）」と捉えることもできたりするので、職員同士

での意見交換はとても大切だと思いました。 

10 月 いつも笑顔で接しています

か？ 

 

・注意をする際にも笑顔で優しい言葉がけを意識し

ました。 

・会話の最後にも笑顔で終われるよう心がけた。 

・マスクで笑顔が伝わっていない事があったので目

元笑顔が伝わる様に意識をしました。  

11 月 

12 月 利用者の変化に気づいていま

すか？ 

 

・「普段の様子」が分かっているから「普段と違っ

た様子」にも気づける。「日頃の観察」が大切だと

思います。 

・意思を伝えるのが、難しい利用者に対して、普段

の行動等しっかり見ながら、職員側から提示して伝

えました。 

・歩き方など体のバランスや表情の変化に日々注意

している。 

令和 6年 

１月 

２月 利用者に聞かれていません

か？個人情報の取り扱いに気

を付けよう。 

適切に情報提供をしています

か？ 

・支援員室内の私語も外に聞こえていることがあ

る。支援員室内も公のスペースであると意識し、声

のボリュームや話す内容に配慮しました。 

・ドライブの日程についてボードに「ある」「なし」

のクリップを作成し、提示することにより利用者の

関心がある情報を適宜提供した。当日の「活動」に

ついてもボードを活用することを検討しました。 

３月 

 

イ 厚木精華園      

年月 月間目標 取組内容・意見 

令和５年 

４月 

 

 

 

「笑顔で挨拶。生き生きとし

た毎日を送れるよう支援しよ

う」 

 

・マスクをしている為、表情よりも明るめのトーン

で挨拶を意識して行なった。利用者さんからも明る

い声で挨拶が返って来た。 

・笑顔で挨拶する事で利用者の反応を確認出来た。

利用者の情緒の様子が分かり情緒に合わせた支援に

繋げられた。 

・握手しながらなど暖かみを意識して挨拶をした。 

 

５月 



年月 月間目標 取組内容・意見 

 

６月 

 

 

「気候に合った服装・身だし

なみを心がけましょう」 

 

・夜勤明けの起床支援で、洋服に着替える時に何

着か準備し、ご本人に選んでもらった。 
・利用者の手や体に触れて体温を確認した。 
・空調をきかせている時は、薄手のカーディガン

などを羽織ってもらった。 
７月 

 

 

 

 

８月 

 

 

 

「人権について考えよう」 

本人の気持ちが一番大事です

が、実際は何が優先されてい

ますか？また、意見が皆違っ

た場合はどうしますか？ 

 

 

・本人の気持ちに寄り添っているつもりでも、実際

は忙しくてすぐに出来ない時もあるので、その時は

時間をおいてから対応するようにしている。 

・何が最優先なのか考え、本人の気持ちを考慮しつ

つ（声に出して）行なうべきことを行った。 

・全体で何かを行う場合、多数決をする事が多いが、

少数の意見も別の機会に取り入れられるように配慮

する必要を感じた。 

 

 

９月 

 

 

 

10 月 

 

 

「いろいろな選択肢を提供。

意思決定できるよう一緒に考

えよう」 

 

・何でも良いと言っていた利用者が、何度も聞くこ

とで選べるようになった。 

・各利用者の私物購入など、Amazonでのネット購入

を利用することで、パソコン上の画面で本人希望の

物品を購入出来た。 

・話せない方は表情や顔の動き、目の開きなどを観

察しながら支援しているが、時間を要するため、他

の支援に支障をきたす場合がある。 

 

 

11 月 

 

 

 

 

12 月 

 

 

「にやりホッと瞬間を見つけ

てみよう」 

 

・利用者さんが色んな歌を歌えて、にやりとした。 

・コミュニケーションの難しい利用者が笑顔と「グ

ー」ポーズを送られた際、笑顔と「グー」ポーズで

答えられた。 

・意外な一面や本人の嗜好を知ることが出来た。 

・新しく購入したものを嬉しそうに職員に報告して

いる様子を見た時。 

 

令和６年 

１月 

 

 

 

２月 

 

 

「日々の関わりの中で利用者

の気持ちに寄り添いましょ

う」 

 

・本人のニーズにあわせ、聴き取りをして行動した。

また、表情を見て、気持ちを汲み取り、場面転換な

ど提供した。 

・日中活動で個別対応(キャッチボール・ペグ挿し・

塗り絵等）を行ない、利用者の希望に応えたり、一

緒に付き添いながら活動する事で利用者に向き合

い、気持ちに寄り添えるような支援をおこなえた。 

 

 

３月 

 



ウ 愛名やまゆり園 

年月  月間目標 取組内容 

令和５年 

４月 
焦らず丁寧な対応と言葉

遣いを心掛けましょう 

・第 3 者がいても違和感の無い声掛けや対応を心掛

けるように意識できた。 
・「言葉遣いと支援は写し鏡である」と再認識できた。 
・丁寧な言葉遣いを意識する事で、気持ちに余裕が

生まれ自然と丁寧な支援を行う事につながった。 
５月 

６月 いつ出掛けても大丈夫。身

だしなみに配慮しましょ

う 

・寮入口の開錠が当たり前になっていくなか、園内、園

外で違和感のない身だしなみができるよう配慮するこ

とができた。 

・歩行など屋外での活動について、寮内との気温差など

を再確認できた。 

７月 

８月 一日の支援を振り返り、明

日の支援に活かしましょ

う 

・自分の支援について、PDCA を意識して取り組め

るようになった。 
・チームで振り返る際のよい切っ掛けとなった。 ９月 

10 月 違和感を抱いた時に伝え

よう 見て見ぬ振りも不

適切 

・不適切支援や虐待の芽を早期に摘み取るために役

立った。 
・その場でタイムリーに伝えられなくても、会議で

の検討や上司への報告につなげられるようになっ

た。 

11 月 

12 月 ひとりでやろうと思わず

に 助けてほしいと言う

勇気 

・必要に応じて応援要請を行うことにより、ストレ

スの軽減やアンガーマネジメントにつながった。 
・言うことについて勇気が必要となることもあるた

め、負荷の掛かりそうな場面では周囲から助けが必

要かどうか慮って声をかけられた。 

令和６年 

１月 

２月 モチベーション みんな

の力で育もう 

・課員、寮長主任、課長、部長、園長という階層の

それぞれの立場で、今自分に何が出来るのかを考え

る機会となった。 
・虐待事案の連続や欠員という中で、自分自身やチ

ームのために工夫することにつながった。 

３月 

 

 

 



エ 津久井やまゆり園 

年月 月間目標 取組内容 

令和５年 

４月 

利用者の個々の障害を理

解し、個人として尊重し

ます。 

・利用者の特性を配慮してカード支援を行った。 
・コンサルを迎えて様々な試行を検討し、新しい余

暇課題やカード支援の拡充を図った。 
・行った支援を記録に残してチームとして障害の理

解や個人の尊重につなげる支援を行った。 

５月 ・利用者の希望を実現させることを念頭に、本人の

ペースを待つ、本人の成長をともに喜ぶ姿勢で支援

にあたっている。 
・利用者個々の特性に合わせて、文字やイラストな

どご本人に伝わりやすい方法で伝えた。 
・否定からではなく肯定的な態度で他者とつながる

ことが大切との観点からストレングスの視点で支援

するよう心掛けた。 
６月 個人の嗜好を尊重しま

す。 
 
 

・お茶の時間に飲む飲み物について個々に確認をし

ながら希望する飲み物の提供を行った。 
・ご自分で選んだ洋服を着てもらえるよう様々なも

のを準備して選択してもらった。 
・食事の際の好き嫌いや補食についてご自分で用意

して頂いて提供した。 
７月 ・食事の選択など写真を活用して視覚的なアプローチ

を行った。 
・活動の内容を本人に選択してもらうことを続けるこ

とで本人の好きなことややる気の維持につながりまし

た。 
８月 プライベートな時間と空

間を保証します。 
・利用者の希望を聞きながら個別に対応する機会を確

保しました。 

・居室の環境整備を行うことで居室で好きなことをし

て過ごすことができるよう支援しました。 

・話の内容によって、みんなで楽しく話をする場面と

個の空間を大切にする場面を使い分けるよう支援し

た。 
９月 ・居室の清掃なども本人の生活スタイルを尊重して本

人に確認をしながら一緒に片付けを行うよう支援し

た。 



年月 月間目標 取組内容 

・事前に予定をわかりやすく伝えることで自分の好き

なことをする時間を保証するよう支援しました。 

・個室で過ごしている際などはあえて声掛けせずに本

人の様子を確認しながら適切なタイミングを見て声を

かけるよう支援しています。 
10 月 利用者の希望、選択、決

定を尊重します。 
 

・絵カードや写真を使って本人の意思を確認する支援

を行うことで本人の訴えが希望に合致しているかを確

認した。 
・生活の様々な場面で選択、決定を行うことで経験を

積み重ねてもらえるよう支援しました。 
・支援者の最善の提案ではなく利用者の表情や前後状

況などからそれぞれの希望をくみ取り、その選択や決

定を大切にするよう支援した。 
11 月 ・日々の支援の中で自身の思いが伝えられるような方

法を獲得してもらうことで本人の希望や選択、決定を

理解できるよう支援しました。 

・利用者の希望をすぐに叶えていくことで自身の思い

が叶うとの理解をして頂いて、思いを出してもらうよ

う支援しました。 

・出来ること、出来ないことなどいろいろな体験をし

てもらうことで興味のあることを見つけてもらえるよ

う支援しました。 

 
12 月 利用者本人に関する話し

合いへの参加を進めま

す。 

・サービス担当者会議への出席や個別に個別支援計画

に関する聞き取りなどを行い、本人に関することを自

身が決めることができるよう支援しました。 

・会議などへの参加も長時間は難しいので会議の前後

の時間を使って短時間で本人に伝えるよう支援しまし

た。 
令和６年 

１月 

・運営会議などへの利用者の参加やわかりやすい情報

提供を行うことで参加しやすい環境設定を行いまし

た。 

・ご家族を交えて本人の話を聞く機会を作ることで話

しやすい雰囲気で話していただくようにしました。 

 



年月 月間目標 取組内容 

２月 個々の利用者に合わせ、

わかりやすく情報を提供

します。 

・本人の帰宅の予定などをカレンダーに書き込んで予

定を提示して見通しを持ってもらえる支援を行いまし

た。 

・言語を理解していると思われている利用者に対して

も本当にわかっているのかという観点から写真や絵を

併用して情報提供を行いました。 

３月 ・利用者一人ひとりわかりやすい情報は違うので日々

の様子の記録やアセスメントを繰り返し行うことで分

かりやすい情報提供の仕方を考えている。 

・短い言葉と写真やイラストをマッチングしていくこ

とで理解してもらえるよう支援しました。また、そう

いったツールを使用して利用者からの意思表出につな

げられるような支援を行いました。 

 



④人権・権利擁護に関する研修等実績  

  

所属 実施年月日 内容 講師 参加者数 

法人全体 R5.5.19 

R5.6.2 

R5.6.16 

R5.6.23 

R5.7.7 

R5.7.14 

R5.8.4 

R5.8.25 

R5.9.22 

R5.9.29 

R5.10.27 

R5.11.2 

R5.2.6 

R5.2.9 

階層別研修（中堅） 

虐待防止研修 

「障害者福祉施設、障害福祉サ

ービス事業所における障害者

虐待防止法の理解と対応」 

（障害者虐待防止法・虐待の定

義・虐待を受けたと思われる障

害者を発見した場合の通報の手

順・身体拘束をやむを得ず実施

する場合の三原則・風通しのよ

い職場づくり）等 

企画研修課長  

287 名 

 

サポーター

ズ・カレッ

ジ 

動画視聴 

階層別研修（中堅・フレッシュ

マン） 

「障がい者虐待とは」 

「障がい者虐待は何故おきるの

か」 

「虐待事案に正しく対処する」 

「自閉症の支援について」 

「ノーマライゼーションと自己

決定」 

「強度行動障害とは」 

「なぜ強度行動障がいになるの

か」 

「福祉施設と地域活動」 

 他 

サポーターズ・カレ

ッジ 

山内 哲也氏（他） 

 

（動画視聴） 

動画再生 

回数

1,608 回 

（研修報

告書提出

数） 

R5.7.21 

R5.12.15 

成年後見制度研修 

「事例で学ぶ成年後見制度」 

「財産管理のリスクと公的支援 

～成年後見制度と日常自立支援

事業～」 

 

NPO 法人 

総合福祉サポート

センターはだの 

成年後見担当  

山中 啓子氏 

47 名 



所属 実施年月日 内容 講師 参加者数 

R5.8.29 フレッシュマン研修 

「共にささえあい生きる社会を

めざして 

～津久井やまゆり園の取り組み

～」 

津久井やまゆり園 

園長 

7 名 

R5.9.21 

R5.12.1 

ケースワーカー・相談支援専門

員研修 

①「当事者からみた障害福祉と

相談支援専門員に期待するこ

と」 

②「横浜市の自立生活サポート

事業について」 

① ピ ア サ ポ ー タ

ー・相談支援専門員 

猿渡 達明氏 

②あおば地域活動

ホームすてっぷ 

山村 太陽氏 

社会福祉法人ル・プ

リ 

板倉 歩美氏 

横浜市緑区生活支

援センター  

畑 宏樹氏 

40 名 

R5.11.13 これからの未来の支援を考える

障がい福祉研修 

障がい当事者の方から支援者に

伝えたいこと 

「虐待をされた気持ちを知ろう 

あなたならどうする」 

にじいろで GO！ 

会長 

奈良﨑 真弓氏 

29 名 

R5.12.18 権利擁護・虐待防止特別研修 

「障害のある人の人権  

障害者権利条約を羅針盤に 職

員一人ひとりに問われること」 

NPO 法人 

日本障害者協議会

代表  

藤井 克徳 氏 

79 名 

R5.4.3 

R5.10.2 

R6.1.4 

 

新採用研修・採用前研修 

「虐待防止・あおぞらプラン」、

「人権・権利擁護について」 

人材企画部長 

企画研修課長 

6 名 



所属 実施年月日 内容 講師 参加者数 

秦野精華園 

希望の丘は

だの 

 

 

R5.12.7 

～R6.1.30 

 

 

R5.4 ～ 

R6.1 

 

 

虐待防止研修 

（常勤、臨任職員、非常勤職員） 

 

 

サポーターズ・カレッジ 

「障害者虐待の基礎」 

「支援者の虐待を防ぐ」 

「虐待事案に正しく対処する」 

  等 

支援部長 

 

 

 

 

山内 哲也氏（他） 

 

 

 

9 回 

延べ 

86 名 

 

8 回 

延べ 

49 名 

 

厚木精華園 R5.6.7 

～8.31 

 

 R5・9 

虐待防止研修 

（常勤・臨任・非常勤） 

 

栄養調理課非常勤研修 

支援部長 

地域支援部長 

 

サポーターズカレ

ッジ合同視聴 

7 回 

延べ 

65 名 

11 名 

R5.9.21 

 

特別研修 

「虐待防止のメカニズム」 

 

日本福祉大学福祉

経営学部教授 

 綿 祐二氏 

 

31 名 

R6.3.9 

 

 

 

A ネット（あつぎ福祉ネットワー

ク）研修会 

「意思決定支援のさらなる充実

にむけて」 

淑徳大学 

鈴木俊彦副学長 

当園職員発表 

厚木市内

事業所 

R5.10.17 

R6.３ 

「神奈川県意思決定支援ガイド

ライン研修」 

神奈川県 

 

7 名 

愛名 

やまゆり園 

R5.6.22 

～7.11 

 

  

虐待防止研修 

（常勤・臨任・非常勤） 

 

 

支援部長 

地域支援部長 

 

 

4 回 

延べ 

74 名 

 

R5.6.22 

R5.6.30 

非常勤研修 

「人権擁護について」 

園長 

支援部長 

38 名 



所属 実施年月日 内容 講師 参加者数 

R5.5 

～R6.3 

 

R5.10.25 

コンサルテーション事業研修 

 

 

意思決定支援 

外部講師 

 

 

意思決定支援推進

担当職員 

119 名 

 

 

30 名 

津久井 

やまゆり園 

R5.10.12 アンガーマネジメント研修 

「アンガーマネジメントで福祉

職員は救われるのか」 

津久井やまゆり園 

職員 

26 名 

R5.11.15 「改正障害者差別解消法に係る

説明会」 

内閣府 

（動画視聴） 

  3 名 

R5.11.28 「尊厳とは」 育央福祉会 

佐野 良氏 

 24 名 

R5.9.12 

R5.9.14 

非常勤研修 

「虐待防止と意思決定支援」 

支援部長 57 名 

R6.3.14 

R6.3.22 

非常勤研修 

「障害特性と支援について」 

地域生活支援課 

主任 

38 名 

 

 

 

 

●強度行動障害支援者養成研修受講状況（令和 6年３月 31 日現在） 

（名） 

 園 基礎研修 実践研修 

秦野・希望 7（36）  2（14） 

厚木  1（45）  0（21） 

愛名 3（52） 0（9） 

津久井  8（70）  2（18） 
      ※（ ）は現時点での資格所持者数 

 

 



●喀痰吸引研修受講状況（令和 6 年３月 31 日現在）          （名) 

区分 厚木 愛名 津久井 計 

対象者     4      2      0       6 

指導看護師     5    5      2  12 

第三号研修 60 31 0 91 

第一・第二号研修 1 1 0 2 

       ※指導看護師：介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修事業 

（指導者講習）を修了した看護師 

          第三号研修：指導看護師等による講義、演習等の一定の研修を受け、特 

定の者に対し医療的ケアを行うことができる。 

          第一号・第二号研修：国が実施する研修(委託)を受講することにより、 

不特定多数の者に対し医療的ケアを行うことができる。 

 



⑤利用者自治会の取組み  

 

 秦野精華園 

希望の丘はだの 

厚木精華園 愛名やまゆり園 津久井やまゆり園 

名称 利用者自治会 厚木精華園 

ひまわり会 

各セクションでの名

称 

ピザの会 

活動日 セクションごとに定

期開催 

月１回 ・毎月各セクション 

・1 月より 3 回全体

会開催 

月 1回 

活動内

容 

・役員総選挙 

（２年に１度) 

令和５年度に 

実施 

・役員定例会  

２か月に１回、人

権研修委員会と一緒

に開催 

・本人部会参加  

・自治会総会 

・園イベントへ出店 

・市内一斉美化デー

参加 

・宿矢名自治会 

資源回収協力  

・第三者委員との面

会 

・利用者勉強会  

・各課にて毎月自治

会を開催。 

・誕生月の方のお祝

い。誕生会のケー

キを注文、購入。 

・利用者からの要望、

意見集約。 

・食事メニューの希

望 

・各セクションでの

自治会等の開催は

月 1回開催。1月

より利用者自治会

〇△□会発足。各

月開催利用者から

の要望・苦情等を

毎月の人権推進委

員会/虐待防止委

員会に報告/検討

し、改善に繋げる。 

・定例会 

・意見要望の集約 

・神奈川県や園から

のお知らせ、提案

事項に対する議決 

・他当事者団体との

交流 

・オンブズパーソン

への相談 

・オンブズパーソン

との個別の関り

（散歩等） 

・各ユニットでの自

治会や意見箱への

投書で挙がった

『やってみたいこ

と』の企画と実行 

役員構

成 

会長１名 

副会長２名 

書記・会計 1名 

会長１名  

副会長 2名 

 

設定なし 会長１名 

副会長３名 

会長副会長は選挙に

て決定する。 



 秦野精華園 

希望の丘はだの 

厚木精華園 愛名やまゆり園 津久井やまゆり園 

今年度

の 

活動内

容 

・あおぞら意見交換

会 zoom 参加  

・自治会総会 

今年度実施なし 

・園イベントへ出店 

お楽しみ会で出店 

・市内一斉美化デー

参加 

・宿矢名自治会 

資源回収協力  

３回実施 

・第三者委員との面

会 

 1 回実施（1月） 

・利用者アンケート

の実施と集計 

・園との話し合い 

「障がい」の表記に

ついて自治会役員が

意見交換 

・訪問販売（年 2回）

6月・12 月に実施。 

・ラ・フェスタ、長

寿の祝い、夏まつ

り等行事の際の進

行や挨拶 

・厚木地区の利用者

研修会に参加 

（7、12、2月） 

・３月に全体会を実

施。 

・誕生会ケーキを平

日に変更 

・各セクションで苦

情/要望の収集機

会を設けた。他に

日々随時要望を記

録(ニーズ)し、集

約した。毎月の人

権推進委員会/虐

待防止委員会に報

告/検討し、改善に

繋げる。全体で集

まる利用者自治会

〇△□会を発足。

利用者の声を聴く

機会の拡大。園運

営に反映してい

く。 

 

 

・定例会 ピザの会

（毎月） 

・７月・11 月・２月

にオンブズパーソ

ン、５月に第三者

委員、８月・１０

月・２月に神奈川

県職員が参加 

・なかみせ移動販売

（毎月） 

・実施要領一部改正

（４月） 

・出張プリティカフ

ェ（６・７・８・

９・１０・１１・

１２・１・２月） 

 月に２～３回実施 

・お花見会（３月） 

これま

での 

実績 

・各事業所において

自治会開催 

・地域自治会資源回

収、環境美化デー

への参加 

・園行事においての

協力 

・利用者アンケート

の作成や職員人権

目標の提案検討 

 

・利用者自治会総会

の実施 

・自治会規約の改定

（自治会費、退会

記念品等) 

・役員選挙の継続 

・行事（夏まつりカ

ラオケ大会の企画

等。 

・綿菓子機、かき

氷機の購入。 

各寮、各課で利用者

自治会等において

夏、秋のお楽しみ会

や各寮でのイベント

で食べたいものやア

トラクションなどの

候補を挙げてもらい

決定していった。ま

た、各イベントでは

利用者実行委員の選

出などを決めた。 

 

・園運営への参画 

（運営会議に参加） 

・納涼祭・園祭に実

行委員として参加 

・園長との茶話会へ

の出張プリティカ

フェの出店 

・津久井支援学校と

の交流（清掃活動 

 １０・１１月） 

・千木良小学校との

交流（ポニー乗馬 

１２月） 

・地域で暮らす当事

者の話しを聞く会

（１２月） 

・地域自治会との交

流（地域美化デーへ

の参加 年６回、子

供神輿招待８月） 

・当事者活動への参

加（６・９月） 

・相模湖地区社協配

布ボランティア 

（年３回） 

 



⑥地域における公益的な取組 

ア 秦野精華園・希望の丘はだの 

   
項 目 事  業 取  組  内  容 

相談支援 就労等基盤整備推進事

業 

就労支援（就労移行）は、6 名の企業実習を実行し、

各利用者のアセスメント取得を実施した。職場適応

援助者と協力のもと、令和 5 年度には 3 名が就職し

ている。 

就労定着支援の利用者および 3 年間利用した後の利

用者との関係継続の為交流会を開催した。 

グループホーム等地域

生活移行推進事業 

令和５年度においても、当園ホーム利用者がコロナ

ウイルスに感染する事が頻繁にあり、ホーム体験利

用の受入れは消極的となった。ホーム見学と体験入

居を希望の丘はだの利用者の２名、外部在宅者１名

を受け入れたが、ホーム移転等の調整から利用には

繋がらなかった。昨年度体験利用された２名の希望

の丘はだの入所者については、４月１日付でホーム

での生活を開始した。 

希望の丘はだの入所利用者については、ご本人、ご

家族や計画相談事業と関係者会議を実施し、それぞ

れが希望する秦野市、厚木市、南足柄市、平塚市に

あるグループホーム見学と体験入居を調整、それぞ

れが入居を希望したグループホームで地域生活を開

始した。 

要支援者への

生活支援 

就労等基盤整備推進事

業（再掲） 

令和 5年度当初、就労定着支援事業への登録者数は

13 名で、利用者と職場の調整や面談を実施し、職場

定着の支援を継続した。就労移行支援の機能を令和 5

年度よりチャレンジセンターへ移したことで就労定

着支援と一体化して運営している。 

通所体験 特別支援学校等からの通所体験は、８名の受け入れ

を実施。生活介護２名、就労移行支援５名、就労継

続支援Ｂ型 1名 

グループホーム等地域

生活移行推進事業（再

掲） 

（相談支援の項に記載） 

地域生活移行推進事業 希望の丘はだの移行支援プログラムの一環として、

当園グループホーム体験入居を２名実施したが、 

ホーム再構築計画の検討期間の為、受入れにはつな

がらなかった。 

 



項 目 事  業 取  組  内  容 

法人資源を活

かした支援 

専門スタッフ地域巡回

支援事業 

実施できず。 

福祉教育支援 地域生活サポート人材

育成事業 

知的障害者ガイドヘルパー養成研修は、コロナ情勢

のために令和 5 年度も休講とした。 

中学校職場体験実習は、鶴巻中学より 2名を受入れ。 

社会福祉士、保育士、教員課程実習受け入れ 19 名 

ボランティア育成事業 ・令和の 3 年間新型コロナウィルス感染防止対策と

してボランティアの受入れを中止していた。ボラン

ティア希望者が単独での活動を希望する傾向にあり

相互の関係構築に消極的であること等から秦野市社

会福祉協議会のボランティア団体登録を令和 5 年度

に辞退した。 

・今後個人参加のボランティアへの支援事業として 

事業の再構築を図りたい。 
地域交流 地域移行推進事業、地域

交流等支援事業 

年２回（夏・年末）実施される防犯パトロールに参

加していたが、コロナ情勢により中止。 

秦野市環境美化デーは、各町内で設定された日程で

参加し、町内美化に努めた。 

大根地区自治会活動への参加として資源回収活動へ

利用者自治会メンバーの参加を支援した。 

大根地区新しい街づくり運動推進委員会、みんなの

食堂☆広畑と連携協定書を取り交わし、令和 4 年 6

月よりみんなの食堂ラパニスを開店させ水曜日の朝

食を、また 11 月より月に一度火曜日の夕食支援の継

続的な活動を行い、令和 5 年度は安定的な集客が行

えた。 

災害支援 地域防災拠点施設事業 秦野市との「災害時における障害者の緊急受け入れ

に関する協定」に則り、福祉避難所物品を 50 名分受

入れと保管を継続。緊急受入要請はなかった。 

令和６年 2月 13 日秦野市主催の「福祉避難所関係者

による防災意見交換会」に希望施設長、総務部長が

参加。秦野市内の福祉避難所利用対象者が 1,260 名

いること等の情報を収集した。今後定期的な意見交

換会が行われる模様で積極的な参加を予定。 

 

 

 

 

 



イ 厚木精華園 

   
項 目 事  業 取  組  内  容 

要支援者への

生活支援 

通所体験 愛川町援護地で、日中の過ごしの場が途切れていた

利用者の生活介護見学 1回、体験 1回を実施し、週 2

回の通所へ繋がった。 

地域生活移行推進事業 施設入所利用者グループホーム見学 13 回、外部生活

介護事業所への見学・体験 17 回、外部就労 B事業所

への見学・体験 12 回 

法人資源を活

かした支援 

専門スタッフ地域巡回

支援事業 

実施できず。 

コメディカルスタッフ

の派遣事業 

実施できず。 

福祉のまちづ

くり支援 

成年後見制度促進事業 厚木市成年後見制度利用推進協議会への参画。 

福祉教育支援 高齢者ケア支援事業 高齢者支援セミナーを 8回、延べ 122 事業所参加。 

地域生活サポート人材

育成事業 

中学校職場体験実習は荻野中学校より 3 名を受け入

れ。保育士・教員課程実習 11 名受け入れ。 

ボランティア育成事業 実施できず。 

地域交流 地域移行推進事業、地域

交流等支援事業 

認知症高齢者を中心として、地域住民所有の畑での

野菜栽培体験に年６回参加。（１回２名～４名参加） 

地域施設での交流に向け定期的に情報交換を実施。 

災害支援 地域防災拠点施設事業 福祉避難所に炊き出し器、簡易トイレ、非常食等防

災用品を整備。 

福祉避難所の役割を近隣住民に PR。 

 

  



ウ 愛名やまゆり園 

   
項 目 事  業 取  組  内  容 

相談支援 医療的ケア支援事業 相談件数：0 件 

バックアップ推進事業 NPO 法人の共同生活援助事業所を１件バックアップ

している。 

要支援者への

生活支援 

通所体験 地域で暮らす知的障がい者に、通所を体験利用して

もらい、適応した施設の選択を可能にする。 

年間 10 人まで受け入れ。利用回数：2 回。 

地域生活移行推進事業 施設や地域で生活している障害者に、グループホー

ムの生活を知ってもらい、自分らしく生活できる機

会を提供する。利用人数：5 名。 

医療的ケア支援事業（再

掲） 

地域で生活している医療的ケアが必要な障害児者の

地域生活をサポートするために、放課後等デイサー

ビスを中心に受け入れるにあたり、必要な医療的ケ

アを実施したり、医療的ケアについて研修会の実施、

見学等の受け入れを進める。相談件数：0件。 

短期入所体験事業 短期入所を利用予定の障害児者に、安心して利用で

きるよう、生活寮を日帰りで体験する機会を提供す

る。利用人数：10 名／延べ日数 27 日。 

法人資源を活

かした支援 

専門スタッフ地域巡回

支援事業 

専門職（臨床心理士、相談支援専門員、看護師等）

を、地域の施設や学校に派遣し、障害者が安心して

生活できるよう、サポートする。 

応急手当普及員を作業所等へ派遣し、普通救命講習

会を実施する。 

心理検査等 回数／3回 

福祉相談会 実施回数：0回／人数：0 人 

ケア会議 回数／21 回 

普通救命講習講師派遣 回数／0 回 

サービス利用

料の減免支援 

通所延長利用事業 通所利用後、家族の都合に合わせ、生活寮で延長利

用を実施する。利用回数：0 回 

福祉のまちづ

くり支援 

バックアップ推進事業

（再掲） 

（相談支援の項に記載） 

ネットワーク推進事業

取りまとめ 

神奈川県域の５圏域にある地域生活ナビゲーション

センターの事業等を事務局として取りまとめ、圏域

事業調整会議を２回開催した。園虐待事件後、一部

圏域ナビから声があがり、県に相談した上で事務局

を辞退した。 

福祉教育支援 地域生活サポート人材

育成事業 

地域住民等にボランティア活動を推進するために、

自己実現の場の提供し、ボランティアの育成を通し



項 目 事  業 取  組  内  容 

て、地域とのつながりを、より一層深めていく。 

（夏休み）ボランティア体験、ボランティア育成事

業ともに新型コロナウイルス感染拡大防止のため中

止した。 

ボランティア育成事業 地域における障害者に対する理解の促進、並びに地

域で生活している障害者の潤いとなる余暇活動を提

供する。 

近隣の保育園児が園内の畑で栽培した芋掘りを行っ

た。（夏:ジャガイモ、秋:サツマイモ、参加人数合計

21 名） 

グループホーム前での交流事業については、新型コ

ロナウイルス感染拡大防止の対策を講じた上で実施

した。七夕まつり：回数１回、参加人数 35 名  

ハロウィンパーティー：回数１回、参加人数 34 名 

愛名自治会の夏祭りに出店。事前準備、片付け、テ

ント、椅子等貸出等協力した。 

地域交流 地域移行推進事業、地域

交流等支援事業 

地域住民で一時避難場所の毛利台小学校に避難する

ことが難しい方の避難場所として園の一部を使用す

ることを、近隣の愛名自治会、厚木市危機管理課と

話し合いを進め、新たな覚書等を締結することなく、

現状厚木市と締結している「災害時等における避難

行動要援護者の緊急受入れに関する協定書」での受

入れを検討した。 

水害時の一時的避難場所としての協力依頼が地域の

民間保育園よりあった。県に相談し、令和５年 11 月

１日に覚書を締結する。 

拠点施設機能育成事業 知的障害者の地域生活支援に関わる職員の人権擁護

意識向上を図るための研修や介護技術の向上のため

の研修を、対象を広く地域住民も含め開催すること

を目的とする。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。 

災害支援 地域防災拠点施設事業 地域住民で一時避難場所の毛利台小学校に避難する

ことが難しい方の避難場所として園の一部を使用す

ることを、近隣の愛名自治会、厚木市危機管理課と

話し合いを進め、新たな覚書等を締結することなく、

現状厚木市と締結している「災害時等における避難

行動要援護者の緊急受入れに関する協定書」での受

入れを検討した。 

 



 
エ 津久井やまゆり園   

   
項 目 事  業 取  組  内  容 

要支援者への

生活支援 

チャレンジ活動 「チャレンジ活動」を通して、法人内外のグループ

ホームや外部の生活介護事業所の見学及び体験利用

を積極的に行った。 

地域支援部「ファンファン」「そよかぜ」各事業所で、

活動場所の選択肢の一つとして事業所案内をし、利

用契約に結びついた方もいる。 

〇ＧＨ見学：９回 

〇ＧＨ体験：９回 

〇生活介護事業所見学：９回 

〇生活介護事業所体験：11 回 

〇相模湖地区社協ちょこっとボランティア 

契約数６件：実績 15 件 

〇地域貢献（チラシ配り）：３回 

〇津久井支援学校との清掃活動：２回 

〇千木良地区運動会：８件 

〇相模湖地区社協福祉のつどい：２件 

〇音楽教室への参加（地域資源の活用）：３件 

〇ちょこボラサポーター交流会：１件 

 ※全て延数 

強度行動障害者に対す

る支援 

在宅ケース（２件）に対して自閉症評価キットを用

いてアセスメントし、関係機関へ情報提供等を行な

った。 

地域貢献 かながわライフサポー

ト事業 

 

 

 

令和５年 10 月より「かながわライフサポート事業」

に参加し、生活に困難をきたしている援護を要する

方々に対して、地域の各機関との連携により要援護

者の発見に努め、その課題を解決するために迅速に

きめ細やかな援助を行う総合生活相談機能を活性化

することを目的に行った。相談４件、内対応３件 

すこやかサービス 応急手当普及員の資格を有する職員を、相模原市内

の福祉事業所に派遣する「すこやかサービス」（一次

救命講習）を 13 回開催した。 

講師派遣 強度行動障害支援者養成基礎研修および実践研修の

演習講師として職員３名、実践報告１名を派遣した。 

一時避難所としての活

用 

令和５年度より当園を災害時の一時避難所として位

置付け、地域の方々の避難訓練を実施した。 



項 目 事  業 取  組  内  容 

福祉教育支援 みんないいひと体験講

座・福祉教室 

市社協と連携し、市内中学校の教職員を対象とした

園長による「みんないいひと体験講座」（福祉講座）

を計３回開催した。また、千木良小学校４学年に来

園いただき、福祉教室「ふれ合おう みんな仲間」を

開催した。 

相模湖地区社会福祉協

議会ボランティアセミ

ナー 

相模湖地区社会福祉協議会との共催において津久井

やまゆり園でのボランティア活動を希望する方向け

の「ボランティアセミナー」を開催した。16 名が参

加され園の紹介やボランティアのニーズについて説

明を行った。 

 



⑦各園の地域における活動・祭り・コンサート等実施状況 

 

●各園の地域における活動 

園 活   動   例 

秦野・ 

希望 

自治会資源回収への参加（利用者自治会活動） 

市内一斉美化清掃（利用者自治会活動） 

厚木 地域の清掃活動、地域防災組織による防災訓練への参加 等 

愛名 グループホームを拠点とした七夕イベント、ハロウィンパーティー 

近隣保育園児に園内の畑の芋の収穫の場を提供 

津久井 ・柳馬場自治会清掃への参加（6 回） 

・第８回「三ヶ木ほたる祭り」への参加 

・千木良地区納涼祭への参加 

・千木良中央こども神輿の来園と交流 

・柳馬場こども神輿の来園と交流、月読神社祭への出店 

・千木良地区運動会への参加 

・千木良地区防災訓練への参加 

・芹が谷やまゆり園「せりやまフェス 2023」への出店と参加 

・千木良小学校との交流（ポニー乗馬体験、クリスマスコンサート、かかし座、

福祉教室） 

・津久井支援学校との交流（ブルーベリー畑の管理、相模湖公園の清掃） 

・すこやかサービス（地域事業所向けの普通救命講習）を実施 

・ちょこっとボランティアとして、相模湖地区社協の広報誌を利用者と職員が

地域の事業所やお店に配布、また、依頼のあった民家の庭清掃を実施 

・相模原市役所での事業所販売会に出店 

・相模湖地区社会福祉協議会主催「福祉のつどい」にて出店 

・相模原市社会福祉協議会みんないいひと体験講座として、市内の中学校（３

校）で教職員向けの福祉講座を実施 

・園の取り組みや「ともに生きる社会かながわ憲章」をテーマとした園長によ

る講演会を 11 回開催 

・園に設置された「鎮魂のモニュメント」を活用した普及啓発に取り組むため

県職員や民生委員等の団体を延べ 25 回見学受け入れ 

 

 

 

 

 

 

 



●各園の祭り・コンサート等（外部に公開しているもの） 

園 祭り・コンサート等 

秦野・ 

希望 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、夏の夕涼み

会は利用者、職員のみとし、秋のお楽しみ会は家族も

参加可として開催。 

厚木 6 月劇団かかし座によるワークショップを園内利用者、

職員で開催 

7 月夏まつりについては園内利用者・職員で開催 

9 月長寿の祝いについては家族を招待・参加 

10 月ラ・フェスタについてはステージ出演者は外部（荻

野中学校、地域フラダンス団体、寅次郎バンド）家族、

真弓自治会の参加 

11 月ふれあいテラス「移動動物園」を園内利用者、職

員で開催 

12 月クリスマス会については園内利用者・職員で開催 

1 月 新年会については園内利用者・職員で開催 

3 月 春の宴については園内利用者・職員で開催 

愛名 納涼祭とあいなまつりは、ともに新型コロナウイルス

感染拡大防止のため、施設関係者のみとし、外部参加

は全面中止。 

津久井 ・5 月～1 月 劇団かかし座によるワークショップ（8

回）影絵を行っている様子を県のユーチューブで動

画配信 

・６月にじいろで GO との交流会 

・７月津久井やまゆり園事件追悼式 

・８月納涼祭 

・９月鎌倉女子大学佐藤ゼミとの交流会 

・９月アンリミテッドによる敬老の祝「バレエ発表」 

・10 月ハッピーハロウィン in まつりだやまゆり!! 

・11 月追悼花火打上 

・12 月雨宮知子さん Xmasコンサート 

・12 月鎌倉女子大学共生推進フォーラムで発表 

県庁で鎌倉女子大学の学生が取り組んだ、人形劇「ど

うぶつ学級の仲間たちⅡ」の発表 

 

 



⑧防災・防犯訓練の実施状況 

 

ア 秦野精華園・希望の丘はだの  

 

実施日 開始時刻 訓練内容 

４月３日（月） 

  25日（火） 

11：30 

14：00 

新採用・異動職員への消防設備等の説明 

通報訓練：ALSOK安否確認メール配信 

５月 29日（月） 14：00 通報訓練：ALSOK安否確認メール配信 

６月 28日（水） 14：00 部分訓錬：地震発生想定訓練（シェイクアウト） 

点呼連絡訓練 

７月 27日（木） 14：00 通報訓練：ALSOK安否確認メール配信 

８月 29日（火） 16：00 消火栓・消火器取扱訓練 

９月１日（水） 

 

 

13：40 

 

 

防災訓練：法人総合防災訓練  

     ＭＣＡ無線活用 避難誘導 点呼連絡訓練 

炊き出し訓練 ALSOK安否確認メール配信 

９月３日（金） 18：30 部分訓練：ＧＨ基礎訓練（安全確保・安否確認） 

10 月 23日（月） 14：00 部分訓練：夜間想定訓練（火災） 

     避難誘導 点呼連絡訓練 職員応援訓練 

11 月 24日（金） 14：00 法人総合防犯訓練 秦野警察来園 

    不審者侵入対応及び通報訓練 防犯カメラ確認訓練 

ＭＣＡ無線活用 利用者向け犯罪対策教育講座 

通報訓練：ALSOK安否確認メール配信 

12 月 12日（火） 10：45 ひまわり火災想定訓練 

 

12 月 27日（水） 

14：00 部分訓練：地震発生想定訓練（シェイクアウト） 

     点呼連絡訓練 

１月 30日（火） 10：45 ひまわり水害避難対応訓練 

通報訓練：ALSOK安否確認メール配信  

２月 26日（月） 14：00 総合訓練：夜間想定訓練（火災） 

     初期消火・消防署他通報訓練・避難誘導 

     点呼連絡訓練 

３月 13日（水） 17：30 部分訓練：ＧＨ基礎訓練（安全確保・安否確認） 

３月 15日（金） 17：30 部分訓練：ＧＨ基礎訓練（安全確保・安否確認） 

３月 22日（金） 18：30 部分訓練：ＧＨ基礎訓練（安全確保・安否確認） 

３月 25日（月） 14：00 通報訓練：ALSOK安否確認メール配信 

 

  



イ 厚木精華園 

実施日 開始時刻 訓練内容 担当課 

４月 3・４日 14：00 新採用・転入職員への防火防犯装置・消防設備等

の説明 

総務課 

４月 27日 13：40 通報訓練（消防署通報・園内放送）、避難訓練 
アルソックメール安否確認訓練 

生活 1 課 

５月 19日 13：40 通報訓練（園内(模擬)通報・放送）、避難訓練 
アルソックメール安否確認訓練 

日中支援課 

６月 19日 13：40 通報訓練（園内(模擬)通報・放送）、避難訓練 
アルソックメール安否確認訓練 

生活 2 課 

７月 18日 13：40 通報訓練（園内(模擬)通報・園内放送）、夜間想

定避難訓練、アルソックメール安否確認訓練 

生活 3 課 

８月 10日 13：40 通報訓練（放送）、避難訓練（浸水害・土砂災害） 生活 1 課 

９月１日 13：40 法人防災防犯訓練① シェイクアウト訓練、避難

訓練、防災設備等の説明、アルソックメール安否

確認訓練 

日中支援課・総務

課 

９月 25日 10：00 非常食炊き出し訓練 栄養調理課  

10 月 24日 13：40 通報訓練（園内(模擬)通報・放送）、避難訓練、

消火栓放水訓練、消火器を使用した消火訓練 
アルソックメール安否確認訓練 

生活 3 課・総務課 

11 月 24日 13：30 法人防災防犯訓練②不審者侵入時対応訓練 
通報訓練（園内(模擬)通報）、避難訓練 
アルソックメール安否確認訓練 

生活 1 課 

12 月 15日 13：40 通報訓練（消防署通報）夜間想定避難訓練 
アルソックメール安否確認訓練 

生活 2 課 

１月 19日 13：40 通報訓練（消防署通報、消防署、園内放送）、避

難訓練 

日中支援課 

２月 19日 13：40 通報訓練（園内(模擬)通報）、避難訓練 
アルソックメール安否確認訓練 

生活 3 課 

３月 21日 18：30 通報訓練（園内(模擬)通報）、避難訓練 
アルソックメール安否確認訓練 

生活 2 課 

 

 

 

 

 



ウ 愛名やまゆり園 

実施日 想定時刻 想定災害 訓練内容 

4月 5日 14:00 職員研修 新人・異動職員を対象。消防設備・防犯設備についてのオ

リエンテーションを実施。 

5月 10日 14:00 火災 3課ゆのはな寮配膳室での出火を想定。初期消火、避難誘

導訓練。 

6月 15日 14:00 火災 1課あおば寮配膳室での出火を想定。初期消火、避難誘導

訓練。 

7月 10日 14:00 地震 

火災 

2課せせらぎ寮での出火（地震後）を想定。シェイクアウ

ト、初期消火、避難誘導訓練。 

８月 15日 14：00 職員研修 消防設備・防犯設備訓練を予定していたが、新型コロナ感

染症流行のため延期。通報訓練のみ実施。 

8月 16日 14:00 火災 厨房等での出火を想定。初期消火、日中支援課利用者の避

難誘導訓練。 

9月 1日 13:30 地震 法人全体で実施した総合防災訓練。シェイクアウト、初期

消火、無線機による緊急時の送信訓練。法人災害対策本部

との連携訓練、備蓄倉庫、防災倉庫と、非常災害時物品の

確認。 

10 月 12日 14:00 職員研修 消防設備、防犯設備訓練。消火栓を使用した放水訓練の実

技実施。 

11 月 8日 14：00 火災 2課みずも寮配膳室での出火を想定。初期消火、避難誘導

訓練。 

12 月 12日 14:00 火災 3課やよい寮配膳室での出火を想定。初期消火、避難誘導

訓練。 

1月 17日 14：00 煙体験 利用者、職員対象でスモークマシーンを使用しての煙体験

を実施。 

2月 8日 14:05 地震 

火災 

管理棟給湯室での出火を想定。初期消火、通所利用者の避

難誘導訓練。 

3月 7日 14:00 防災会議 防災計画の見直し。今年度の振り返りを踏まえ次年度への

方向性を検討。 

 

 

 

 

 

 



エ 津久井やまゆり園   

 

実施日 想定時刻 想定災害 訓練内容 

4月 4日 9：30 職員研修 新人・異動職員を対象。消防設備・防犯設備についてのオ

リエンテーションを実施。 

4月 27日 14：30 火災 管理棟 1F多目的室の電子レンジから出火を想定 

初期消火、避難誘導訓練、人員点呼 

5月 29日 14：30 地震 震度 5強の大規模地震発生想定。 

シェイクアウト、通報訓練、避難誘導訓練、人員確認 

6月 20日 9：30 火災 1課うぐいすユニットキッチンからレンジから出火想定 

初期消火、安全確保、所在確認、避難誘導、人員点呼 

７月 31日 9：30 地震 震度 5強の大規模地震発生想定。シェイクアウト、建物亀

裂による 2階利用者外階段からの避難訓練、人員点呼 

8月 30日 13：30 設備確認、

非常階段

の実際の

避難確認 

委員中心に設備設置場所及び使用方法の確認、消火栓実際

の使用方法確認、非常時階段を使っての 2階歩行困難利用

者の避難誘導の確認 

9月 1日 13：40 地震 法人全体による総合防災訓練。シェイクアウト、初期消火、

無線機による緊急時の送信訓練。法人災害対策本部との連

携訓練、2階歩行困難利用者の避難誘導の確認と実施、非

常食準備、発電機使用方法の確認 

10 月 31日 13：50 火災 管理棟 2F給湯室のポットより出火想定 

初期消火失敗、消防車出動要請（模擬）、避難誘導（体育

館と職員駐車場の 2カ所）、人員点呼 

11 月 30日 13：30 地震 震度 6強の大規模地震発生想定。 

シェイクアウト、通報訓練、避難誘導訓練、人員確認 

12 月 27日 9：30 火災 夜間の火災想定。初期消火、公舎職員の応援訓練、 

夜勤者及び警備員、公舎職員のみによる消火活動と避難誘

導（主に 2階利用者の避難誘導訓練） 

１月 31日 9：30 火災 生活 3課きじユニットキッチンより出火想定 初期消火、

安全確保、所在確認、3課のみ避難誘導、人員点呼 

２月 27日 9：30 火災 厨房より出火想定 

初期消火、消防車出動要請（模擬）避難誘導（体育館と職

員駐車場の 2カ所）、人員点呼 

3月 17日 14:00 地震 震度 5強の大規模地震発生想定。 

シェイクアウト、通報訓練、避難誘導訓練、人員確認 



カ 法人総合防災・防犯訓練の実施 

東海地震や南海トラフ地震等の大規模地震の発生への対応として、法人では法人及び園ご

とにＢＣＰを策定し、これに基づく訓練を実施しているが、年間２回の実施について、法人

全体で取り組むこととし、次のとおり実施した。 

①  第１回法人総合防災・防犯訓練（メインテーマ：防災） 

ア 日時 令和５年９月１日（金） 13：40～16：00 

      イ 訓練内容 

    ・法人統一 

安否確認メール送受信訓練（法人）法人職員610名中、436名の参加（71.5％） 

     防災無線通信訓練（法人） 防災デジタル無線にて各園と法人事務局との間の通信訓練。 

    ・各園及び法人事務局 

シェイクアウト訓練、災害対策本部設置訓練、炊き出し訓練、園内放送訓練、避難誘導

訓練、無線交信訓練、非常食備蓄確認、発電機使用確認 

②  第２回法人総合防災・防犯訓練（メインテーマ：防犯） 

ア 日時 令和５年11月 24日（金） 10：00～15：00（各園により時間が異なる。） 

      イ 訓練内容 

    ・法人統一 

     安否確認メール送受信訓練（法人）法人職員 611名中、369名の参加（60.4％） 

    ・各園及び法人事務局 

防犯機器使用訓練、不審者対応訓練、通報訓練、警察署員による利用者向け犯罪対策・

座学 



⑨-１ 新型コロナウイルス感染症への対応状況 

 

園 感染予防に対する対応状況 

秦野・希望 ・第６回ワクチン接種（268 名） 

 7/6・7/8・7/13 実施（園内） 

・第７回ワクチン接種（273 名） 

 12/7・12/9・12/14 実施（園内） 

厚木 ・第５回 園内診療所にて接種 

 本体 84 名+ＧＨ22 名 利用者 計 106 名 

（10/10～10/31） 

愛名 ・第６回ワクチン接種（入所・通所） 

106 名 期間 6/9～6/27 

・第７回ワクチン接種（入所・通所） 

109 名 期間 11/7～12/5 

延べ人数 215 名 

接種場所：神奈川リハビリテーション病院 

津久井 ・第 1回ワクチン接種（入所・GH・外部事業所通所） 

 利用者 91 名 期間   6/28・29・30  7/5・6・12・13 

・第 2回ワクチン接種（入所・GH・外部事業所通所） 

 利用者 89 名 期間   10/18・19・20・25・26・27・ 

 



　　⑨-2 新型コロナウィルス感染症ＢＣＰの作成状況

園 NO, 区分 ＢＣＰ 備考

1
施設入所・生活介護・短期入所（秦
野精華園）

完成

2
施設入所・生活介護・自立訓練・短
期入所（希望の丘はだの）

完成

3
生活介護・就労移行
就労継続 B 型・定着（ﾁｬﾚﾝｼﾞｾﾝﾀｰ）

完成

4 共同生活援助 完成

5 生活介護・地域活動支援（ひまわり） 完成

6 相談支援事業所 完成
7 居宅介護事業所 完成

8 施設入所・生活介護・共同生活援助 完成

9 生活介護（とまと） 完成
10 相談支援事業所 完成
11 施設入所・生活介護・短期入所 完成
12 共同生活援助（あいなホーム） 完成
13 相談支援事業所（あいな相談） 完成
14 就労継続支援B型（しらゆり） 完成

15
生活介護・児童発達支援
（愛川町事業推進課）

完成

16
生活介護・日中一時（飯山地区日中
活動支援センター）

完成

17 施設入所・生活介護・短期入所 完成
18 生活介護（そよかぜ） 完成
19 共同生活援助(つくいホーム) 完成
20 放課後等デイサービス（みらい） 完成
21 生活介護（寸沢嵐） 完成
22 相談支援事業所（ライフ） 完成

厚木

秦野

津久井

愛名



⑭家族会・後援会の開催状況 

●家族会の開催 

園 開  催  回  数 

秦野・希望 6 回（土曜日開催） 

厚木 7 回（年間７回土曜日開催） 

愛名 10 回（原則毎月 1回第三土曜日開催）４、８月中止 

津久井 8 回（年間 8 回土曜日開催） 

 

●後援会の開催 

園 開催回数 

秦野・希望 ６回（総会 1回、役員会 5回） 

厚木 ２回 

愛名 １回 

津久井 3 回 

 

 

 

⑮公正・透明な職場づくり制度運営状況報告 

 令和５年度における法人全体の情報提供処理の状況について、公正・透明な職場づくり推進要綱第

16 条に基づき次のとおり報告します。 

（件） 

情報提供件数 処理件数 未処理件数 備考 

0 0 0 － 

 

 


